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財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターはত࿨56年̐月に設立され、ࡢ年

度で૑立30年をܴえました。また、ࡢ年̐月１日には公益財団法人京都府埋蔵文

化財調査研究センターと法人名を変ߋいたしました。この間、当調査研究センタ

ーでは京都府内の公ڞ事ۀに൐う埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。

当センターのۀ຿の਱行にあたりましては、օ様方の͝ཧղと͝ڠ力をࣀり、ް

くྱޚਃし上͛ます。

ຊ書はʰ京都府遺跡調査報告集ʱとして、平成23年度に京都府࡯ܯຊ෦のґཔ

をड͚て実施した興戸遺跡、平成22・23年度に京都府流Ҭ下水道事຿所のґཔを

ड͚て実施した椋ノ木遺跡の発掘調査報告を収録したものです。ຊ書がֶज़研究

の資料として、また、地Ҭの埋蔵文化財΁の関৺とཧղを深めるうえで、͝活用

いただ͚れば޾いです。

発掘調査をґཔされた֤機関をはじめ、京都府ڭҭҕһ会、京田辺市ڭҭҕһ

会、精華町ڭҭҕһ会などの֤関܎機関、ならͼに調査に͝ࢀՃ、͝ڠ力いただ

きました多くの方ʑにްくྱޚਃし上͛ます。

平成ùû年３月

公益財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

ཧ 事 ௕　　上 田 ਖ਼ ত　　
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１ɽຊ書に収めた報告は下記のとおりである。

　興戸遺跡第17次

　椋ノ木遺跡第９・10次

２ɽ遺跡の所在地、調査期間、経අෛ୲者およͼ報告のࣥච者は下දのとおりである。

遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経අෛ୲者 ࣥච者
１. 興戸遺跡第17次 京田辺市興戸小モ詰１

番、７番の１
平成23年６月20日
〜10月６日

京都府࡯ܯຊ෦ 戸原࿨人

２. 椋ノ木遺跡第９・
10次

相楽郡精華町大字下狛
小字椋ノ木・神ノ木他

平成22年８月20日
〜平成23年３月11日、
平成23年７月25日
〜12月16日

京都府流Ҭ下水道
事຿所

中川࿨࠸・
村田࿨߂・
山⃻ඒ輪

３ɽຊ書で࢖用している࠲ඪは、原ଇとして世界測地系ࠃ土࠲ඪ第ᶜ࠲ඪ系によっており、方 

　位は࠲ඪの北をさす。なお、ݱ地調査ٴͼ過去の調査との整合性のため日ຊ測地系を࢖用

　している৔合もある。また、ࠃ土地ཧӃ発行地ܗਤの方位は経度の北をさす。

̐ɽຊ書の編集は、調査第２՝調査୲当者の編集原Ҋをもとに、調査第１՝資料܎が行った。

̑ɽݱ৔ࣸਅは主として調査୲当者がࡱӨし、遺物ࡱӨは、調査第１՝資料܎主೚調査һ田中

　জが行った。
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1 .興戸遺跡第17次発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

今回の調査は、京都府田辺࡯ܯॺの଱਒վम޻事に൐うもので、京都府࡯ܯຊ෦のґཔをड͚

て実施した。調査ର৅地は、ݱ在の京都府田辺࡯ܯॺ敷地内とその南ଆで、西ଆに山並みがഭり、

西から東に地ܗが下るٰྕの੄෦にあたる。

過去の興戸遺跡の調査では、弥生時代の溝、古墳時代の竪穴式住居跡・溝・ஷ蔵穴ঢ়の土坑や

奈良・平安時代の掘立柱建物跡が検出されている。また、調査ର৅地は、奈良時代の古山陰道・

山陽道を౿ऻしていると考えられている府道木津ീ഼ઢの西にྡ઀しており、関連遺構がแ蔵さ

れているものと想定された。また、今回の調査地の西ଆには興戸廃寺が想定されており、関連す

る遺構・遺物の検出が期଴された。

調査ର৅地は、田辺࡯ܯॺの敷地とچ京都府೶ۀ研究所の敷地にまたがるため、まͣ、敷地境

をはしる水路をڬんでࡉ௕い調査区を設定し、調査成果౳を確認し、関܎機関とٞڠをおこなっ

た上で、その北西ଆについてඞ要な範囲を調査をすることとした。

平成23年６月20日にथ木െ࠾౳にணखし、23日から１・̑τϨンνのॏ機掘࡟を։࢝した。そ

の݁果、古墳時代〜中世にか͚ての遺構が分布していることが൑明した。  

８月̐日に関܎機関とٞڠを行い、１・̑τϨンν周辺の調査をਐめることを確認した。その

後、８月８日から２・３・̐τϨンνをॏ機で掘࡟し、あわせて１・̑τϨンνの埋め໭しを実

施した。８月30日から６τϨンνのॏ機掘࡟を行った。９月22日には関܎者આ明会を։࠵し、７

名の方のࢀՃをಘた。９月29日から10月̐日までॏ機により埋め໭しを行い、その後、機ࡐのൖ

出・事຿所のఫ去を経て、６日にݱ

地のҾき౉しを行い、ݱ地調査を׬

ྃした。なお、調査に܎る経අは、

શֹ京都府࡯ܯຊ෦がෛ୲した。

調査をਐめるにあたり、京都府ڭ

ҭҕһ会をはじめ、京田辺市ڭҭҕ

һ会、京都府࡯ܯຊ෦、京都府田辺

͝、機関の͝指ಋ܎ॺなどの関࡯ܯ

会や࣏力をಘた。また、興戸区自ڠ

京田辺市立田辺中ֶߍ、社会෱ࢱ法

人京都ௌ֮ޠݴো֐෱ٞڠࢱ会など

の地ݩの方ʑからは多大な͝ڠ力を

いただいた。記して、ँײしたい。 第１ਤ　調査地位置ਤ（ࠃ土地ཧӃ　1/25,000　田辺）
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ʤ調査ମ੍౳ʥ

ࠀ஍調査੹೚ऀ　調査第２՝௕　水୩ᆹݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝調査第２܎௕　ؠদ　อ

　　　　　　　　同　主೚調査һ　戸原࿨人

調 査 ৔ ॴ　京田辺市興戸小モ詰１番、７番の１

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成23年６月20日〜 10月６日

調 査 ໘ ੵ　600㎡

̎ɽݕग़遺ߏ

調査地の地ܗは西から東に下がっており、地ද面のඪߴは、６τϨンνで37.4̼、１τϨンν

で37.2̼、同̑τϨンνで35.8̼を測る。基൫となる地層については、ݱ在の地ද下〜１̼まで

が੝土層・ԭ積層（࠭᛽質土層、೪性土層）、１〜３̼までがԭ積層（೪性土層）、それ以深が大ࡕ

層群（ ・࠭᛽質土層）との報告があり（田辺࡯ܯॺ଱਒վम޻事Ϙーリンά調査）、今回の調査では、

いͣれのτϨンνでもԭ積層の೪性土層や࠭᛽質土層内で遺構を検出した。

̍ʣ̍ τϨϯν（第２〜̐ਤ）　τϨンνの西半では、第８層の上面で近世以߱の耕作に൐う溝、

第12層上面で奈良・平安時代、第13層上面では古墳時代の遺構を検出した。

τϨンνの東半෦は、ݱ地ද下１ （̼ඪ35.2ߴ 〜 35.4̼）までݱ代の᎟ཚがٴんでおり、第12・

13層は土層அ面だ͚で確認した。その後、下層のஅち割りを行った݁果、ඪ35.4̼ߴ付近では第

22層のࠇ৭シルτがপঢ়に水平ଯ積していた。第13層以下第23層にいたる土層はおおむͶ࠭・࠭

᛽を中৺としたものであり、ઔঢ়地性のଯ積と考えられる。

第２ਤ　調査τϨンν配置ਤ
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調査地の西半෦では奈良・平安時代の柱 （ྻ̨̖02・07）と古墳時代の流路跡（̧̣17）、中ԝ෦

で古墳時代の流路跡（̧̣18）を検出、東半෦はݱ代の᎟ཚにより遺構面はফࣦしていた。

調査地西半で検出した柱間６間以上の柱ྻである。10̼分を検出した。柱穴の　��̨̖ྻࡤ

掘ܗは௚30ܘ 〜 40Dm、深さ30Dmを測り、柱間のڑ཭は西から1.7̼、1.5̼、0.7̼、2.4̼、1.5̼、

2.1̼とෆଗいである。一ྻしか検出しなかったためྻࡤに෮ݩしたが、ෳ਺の建物跡の可能性

がある。主࣠は࠲ඪ北にରして̣-11.5°-̬を測る。柱穴から第14ਤ１・２の須恵器、灰釉陶器が

出土した。

02に並行して検出した。̨̖02の柱穴に੾られており、̨̖02にઌ行した̨̖　��̨̖ྻࡤ

཭は西から2.1̼、1.2̼、2.1̼とෆଗいであるこڑである。柱間３間以上を検出し、柱間のྻࡤ

とから、ෳ਺の建物跡の可能性がある。柱穴から（第14ਤ３）の須恵器ഋが出土した。

第̐ਤ　１τϨンν遺構配置ਤ

第３ਤ　１τϨンν南น土層ਤ
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ྲྀ࿏̧̣1�　調査地の西୺で検出した。南西から北東に向かって流れる自然流路の一෦であ

る。෯0.85̼、深さ0.2̼を測り、௕さ3.5̼分を検出した。׊ࠇ৭೪質土を埋土としており、東

。෦より土師器ᙈ（第14ਤ12）が出土したݞ

ྲྀ࿏̧̣1�　調査τϨンνの中ԝ෦で検出した。෯1.5̼、深さ0.25̼を測る。検出ঢ়گが同

じであることから、流路̧̣17とつながる可能性がある。

̎ʣ̎ τϨϯν（第２・̑〜７ਤ）　

２・３τϨンνのݱ地ද面は、約50Dmのൺߴがある。第１・２層の੝り土層下には、第７層

があり、２τϨンνの中ԝ෦やや東で約0.7 〜１̼の層ްで東ଆに下り、第３〜̑層がଯ積する。

この中ԝ෦の西と東で遺構を検出した層位が異なり、西ଆでは第19・21・23層の上面で奈良時代

第̑ਤ　２・３τϨンν南น土層அ面ਤ

第６ਤ　２・３τϨンν検出遺構配置ਤ
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の 遺 構 を 検 出 し

た。東ଆでは第７

層上面で中世以߱

の耕作溝、その下

層の第28層上面で

古墳時代の土坑と

水田跡（অઌ痕）を

検出した。

調査地の西半෦

では奈良時代の柱

穴 と 溝 を 検 出 し

た。柱穴が南・北・

西のน面にかかっ

ていたため、それ

ͧれ一෦を֦ுして遺構の検出に౒めた。

பྻ̨̖1�　調査地西෦北辺で検出した、東西方向の柱ྻである。柱穴の掘ܗは۱ؙ方ܗで、

一辺50 〜 70Dm、深さ20 〜 60Dmを測る。掘立柱建物跡の一෦と考えられるが、柱掘ܗの大きさ

や深さが異なっており、ෳ਺の建物跡の可能性もある。主࣠は̣11.5°̬ を測る。柱穴から須恵

器ഋ （̗第15ਤ39）、土師器ᙈ（第15ਤ40）、平瓦（第16ਤ64）が出土した。

பྻ̨̖��　調査地西෦南辺で検出した、東西方向の柱ྻである。柱穴のງܗは۱ؙ方ܗで、

一辺50 〜 70Dm、深さ20 〜 57D̼を測る。̥30より須恵器ഋ（第15ਤ41）が出土した。

調査地西෦の柱ྻ̨̖10・24の東で検出した。埋土は第11層の҉灰৭೪性࠭質土　��̨̙ߔ

である。෯0.9 〜１̼、深さ25Dmで、௕さ̼̐にわたり検出した。溝の方位は/ ８°8を測る。

溝内から須恵器ഋ・֖・ᆵ、土師器ᙈなどが出土した（第15ਤ26 〜 38・63）。

౔̨̠޵��　調査地東دりの北น付近で検出した。東西・南北とも50Dmを測り、北に広がる。

̑τϨンνで検出した̨̙01のԆ௕෦にあたり、大きく࡟平をड͚ているため、深さ਺Dmを検

出したのみである。埋土から須恵器ᆵఈ෦が出土した（第15ਤ43）。

調査地の東୺で検出した。෯0.3̼、深さ10Dmで、௕さ２̼分を検出した。３τϨ　��̨̙ߔ

ンν̨̙02と並走し、溝の方位は/10°&を測る。埋土から瓦器片が出土した。

౔32̨̠　��̨̠޵の南で検出した。τϨンνの南นで෯5.2̼、深さ30Dmを測り、南に広が

る。古墳時代の小型ؙఈᆵ（第17ਤ93 〜 95）が出土した。土坑の西ଆでは、連ଓしたঅઌ痕と考

えられる三日月ܗのԜみを検出した。同様の痕跡は、̑τϨンνの水田遺構でも検出した。

̏ʣ̏ τϨϯν（第２・̑・６ਤ）　３τϨンνは２τϨンνの東半෦と同じ層ংで、第７層上

面で中世以߱の耕作溝、その下層の第12・28層上面で奈良・平安時代の溝を検出した。調査地の

東は地ܗが一ஈ௿くなっており、東୺では中世以߱のޢ岸のߌがଧちࠐまれたஈࠩとপঢ়の೪土

第７ਤ　２τϨンν西෦遺構配置ਤ
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層（第８層：̧̣38）を確認した。

調査地の西୺で検出した。෯0.7̼、深さ0.3̼、検出௕は３̼で、方位は/22°&を　��̨̙ߔ

測る。溝内からは平安時代末〜鎌倉時代の瓦器࿶や灰釉陶器（第14ਤ13）などが出土した。埋土は

第25層である。

調査地の東で検出した。෯1.2̼、深さ30Dmを測り、南北2.6̼を測る。溝の方位は　��̨̙ߔ

第８ਤ　̐τϨンν南น土層ਤ

第９ਤ　̑τϨンν南น土層அ面ਤ
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/36.5°8を測る。埋土は第９層である。

ྲྀ࿏̧̣��　調査地の東୺で西のݞ෦を検出した。෯1.7̼以上、深さ50Dmを測り、南北3.6̼

分を検出した。ݞ෦にはߌがଧちࠐまれ、ߌとߌの間には同ࡐの木を౉してޢ岸としている。埋

土は第８層で、瓦器࿶のഁ片が出土した。

̐ʣ̐ τϨϯν（第２・８・10ਤ）　̐τϨンνでは第８層上面で中世以߱の柱穴・溝、第10層

上面で奈良時代の柱穴などを検出した。

��ɾ��　調査地の東୺近くで検出した。北から東に௚֯にંれる、並行する２条の溝̨̙ߔ

である。̨̙22が検出௕4.5̼、̨̙23が検出௕2.0̼で、ともに෯20 〜 40Dm、深さ̑Dmを測る。

耕作に൐う溝と考えられる。溝内から瓦器片が出土した。

第10ਤ　̐・６τϨンν遺構配置ਤ

第11ਤ　６τϨンν北น土層ਤ
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りで検出した。柱穴は東د調査地の中ԝ෦西　�1̨̖ྻࡤ

西に３間分並Ϳ。柱穴の掘ܗはԁܗで、௚30ܘ 〜 40Dmを測る。

掘立柱建物跡もしくはྻࡤの一෦と考えられる。主࣠は/15.5°

8を測る。

ப̥݀̎�　調査地の東୺で検出した方ܗの掘ܗを࣋つ柱穴

である。一辺30Dm、深さ10Dmを測る。北ٴͼ東にల։する掘

立柱建物跡の一෦と考えられる。

̑ʣ̑ τϨϯν（第２・９・12ਤ）　中ԝやや西よりに̨̙01

（第９層）があり、これより東・西で区ըが変わるものと൑அさ

れる。西ଆではほぼ水平に土層がଯ積しており、第34層で埋ま

った奈良時代以前の水田跡を検出した。中ԝでは、第27・28・

31・33・36層上面で奈良・平安時代の遺構を検出した。東୺で

は奈良時代の溝とڇの଍跡、中世のপ跡̧̣38を検出、প跡は、

３τϨンνの̧̣38と同一遺構と考えられる。

北西から南東方向の෯1.7m、深さ20Dmの溝を南　�1̨̙ߔ

北2.7m分を検出した。溝の方位は/41°8を測る。溝内から灰

釉陶器、須恵器、ࠇ৭土器、平瓦などが出土した（第14ਤ14 〜

17、第16ਤ68・70・71）。なお、この溝の上層において、ݱ在

の地割りにԊうかたちで、෯1.3̼、深さ60Dmの南北方向の溝

を３̼分検出している。

りで検出した南西から北東に流れد調査地の東　��̨̙ߔ

る溝である。南ଆの３τϨンνでそのԆ௕෦分（̨̙02）を検出

した。埋土は第28層、土師器、瓦器࿶などが出土した。

、調査地の中ԝで検出した。南西から北東に流れ　��̨̙ߔ

調査地の北で東にંれる。෯0.3 〜 0.5m、深さ10Dmで南北方

向に5.2m検出した。埋土は第25層、須恵器のഋや布目瓦など

が出土した（第14ਤ19 〜 21、第16ਤ69・72・73）。

ப̥݀��　溝̨̙03の西ଆで検出した。௚20ܘDm、深さ

10Dmを測り、平安時代ࠒと考えられる須恵器ᆵ（第14ਤ25）が

立位で、穴のఈに埋ೲされたঢ়گで出土した。

いࡉ�5ɾ��ɾ��　τϨンν東୺で検出した３条の̨̙܈ߔ

溝である。溝の෯は30 〜 50Dm、深さ10Dmఔ度である。溝の埋土（灰৭ૈ࠭土）から布目瓦が出

土した。また、̨̙45周辺で、灰৭ૈ࠭土で埋まったڇの଍跡を検出した。

ਫా遺ߏ　τϨンν西୺෦で、第34層によって埋まったܣঢ়遺構のほかঅઌでつ͚られたと考

えられる連ଓした三日月ܗのԜみやෆ定ܗのҴ株痕跡を検出した。出土遺物はないが、層位が奈

第12ਤ　̑τϨンν遺構配置ਤ
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良時代の遺構検出面（第36層上面）の下に位置するため、奈良時代以前と考えられる。

̒ʣ̒ τϨϯν（第10・11・13ਤ）　６τϨンνでは第14層上面で古墳時代前期の流路跡、奈良・

平安時代の溝、柱穴を検出した。

柱穴̥35・39　調査地の北西෦で検出した۱ؙ方ܗの柱穴で、一辺50 〜 70Dmを測る。南北方

向に柱ےをଗえて並んでいることから掘立柱建物跡もしくはྻࡤの一෦と考えられる。

調査地の中ԝ෦で検出した東西方向の溝である。෯0.4̼、深さ̑Dm、௕さ10.5̼　��̨̙ߔ

分を検出した。溝の方位は̣30°̬ 、遺物は確認されなかった。

ྲྀ࿏̧̣��　調査地の北西෦で検出した、南西から北東に流れる流路跡である。流路は埋土

のଯ積ঢ়گから２時期に分͚られる。上層は第12ਤ第１〜６層の࠭層を主体とする。下層は第12

ਤ第９〜 13層の࠭᛽土ٴͼ࠭質土からなる。基൫面となる第14層上面で検出した古墳時代以߱

の流路は、検出෯約2.5 〜 4.0̼、深さ１̼以上、૯Ԇ௕24̼を測る。τϨンν北น۱෦の流路の

西ݞ෦において、古墳時代の小型ؙఈᆵ、ߴഋ、ᙈ（第17ਤ74 〜 88）がほぼ、1 〜２̼の範囲か

らまとまって出土した。これらの土器はほとんどܗ׬に近いものばかりであり、ೋ次的なҠಈは

考えにくいঢ়گにある。

̏ɽग़౔遺෺

֤τϨンνから古墳時代の土師器・須恵器、奈良・平安時代の土師器ࡼ・ᙈ、須恵器ഋ਎・ഋ

֖・灰釉陶器・平瓦、中世の瓦器࿶・Ӌז・੨磁・ന磁などが整ཧശ６ശ分出土した。以下主な

出土遺物について報告する。

̍ʣ̍ τϨϯν（第14ਤ）　̨̖02を構成する柱穴̥08内より須恵器ഋ （̗１）が、̥13内より灰

釉陶器࿶（２）が出土している。̨̖07を構成する柱穴̥07内より須恵器ഋ（３）が、̧̣17より土

師器ᙈ（12）が出土している。

第13ਤ　６τϨンν̧̣28遺物出土ঢ়گਤ
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第14ਤ　出土遺物実測ਤ（１）
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第15ਤ　出土遺物実測ਤ（２）
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第16ਤ　出土遺物実測ਤ（３）
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แؚ層中よりࠇ৭土器̗ྨ࿶（̑・６）、須恵器ഋ （̗７）、同ᆵ（９）、土師器ᙈ（10）、瓦質Ӌז

（11）、古墳時代の須恵器ഋ਎（８）が出土している。

̎ʣ̎ τϨϯν（第15・16ਤ）　̨̙08より土師器ഋ （̖26・27）、同（28）ࡼ、同೺ख付ᙈ（29）、

須恵器ഋ （̖30）、同ᆵ（31・32）、同ഋ （֖33 〜 37）、同ᆵ （֖38）、砥石（63）などが出土している。

̨̖10を構成する柱穴̥13内より須恵器ഋ （̗39）、土師器ᙈ೺ख（40）、平瓦（64）が出土している。

第17ਤ　出土遺物実測ਤ（̐）
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̨̖24を構成する柱穴̥30内より須恵器ഋ（41）、柱穴̥22より須恵器ഋ （̗42）、̥40より須恵器

ഋ （̗44）、135より੡Ԙ土器（45）、̥37より平ළの೺ख（46）、土坑̨̠32より須恵器ᆵఈ෦（43）

が出土している。แؚ層中より土師器ഋ（47）、同（48）ࡼ、須恵器ഋ （̖49 〜 51）、同ഋ （̗52 〜

54）、同（55）#ࡼ、同 （֖56）、同ᆵ（57・58・60）、同ߴഋ（59）、土師器ᙈの೺ख（61）、同ᙈ（62）、

平瓦（65）、瓦੡の土؅（66）、̨̠34より小型ؙఈᆵ（93 〜 95）などが出土している。

̏ʣ̏ τϨϯν（第14・17ਤ）　̨̙02より10世紀の灰釉陶器ᆵのఈ෦（13）が、แؚ層中より弥

生時代の安山ؠ੡石小౛（96）などが出土している。

̐ʣ̐ τϨϯν（第16・17ਤ）　̐τϨンνแؚ層中より古墳時代の土師器ߴഋ（90・91）、弥生

土器のᙈ（92）、平瓦（67）などが出土している。92はडޱঢ়のޱԑをもち、ޱԑ୺面に۳ඳきのӋ

ঢ়文を施していることから、いわΏる近ߐ系のᙈと考えられる。

̑ʣ̑ τϨϯν（第14・16ਤ）　̨̙01より９世紀の灰釉陶器ࡼのఈ෦（14）、須恵器ᆵのᰍ෦（15）、

৭土器̖ྨのഋࠇ （̗16）、須恵器の鉢（17）、古墳時代の布ཹ式ᙈ（18）、平瓦（68・70・71）などが

出土している。̨̙03より土師器10、（20・19）ࡼ世紀の灰釉陶器ᆵのఈ෦（21）、ؙ瓦（69）、平瓦

（72・73）などが出土している。̥07内よりࢳ੾りఈの須恵器ᆵ（25）が出土している。แؚ層中よ

り９〜 10世紀の灰釉陶器ᆵのఈ෦（22）、土師器ᙈの೺ख（23）、同Ӌ（24）זなどが出土している。

̒ʣ̒ τϨϯν（第17ਤ）　̧̣28の北น付近西ଆݞ෦と流路内より古墳時代前期の小型ؙఈᆵ

（74 〜 ഋ（84・85）・ᙈ（86ߴ・（83 〜 88）が出土した。これらは、いͣれも器นのຏ໓がܹしく、

೪土ඥの痕跡を࢒すもの（74）やޱԑ෦をڧいϤコφσで࢓上͛るもの（79）、٭柱෦内面にߜり痕

を࢒すもの（84）など、ૈࡶな࢓上͛でڞ通する。̨̠34の土器群（93 〜 95）とともに一ׅ性のߴ

い一群である。なお、τϨンνの北東෦では、ఈ෦が平ఈؾຯのᆵ（89）が単ಠで出土した。

̐ɽ·ͱΊ

奈良、平安時代について、̑τϨンνの溝̨̙01が࠲ඪ北にରして̣41°̬ ৼれ、東୺で検出

した溝̨̙45 〜 47が̣31 〜 33.5°̬ ৼれることから、これらの溝群が奈良時代の古山陰道・山

陽道を౿ऻしていると考えられている府道木津ീ഼ઢ（̣34.5°̬ ৼれ）とほぼ並行しており、調

査地近辺に当時の道路を基४にした地割りがあった可能性が考えられる。

また、出土遺物には布目瓦・灰釉陶器など、一般の集落ではあまり出土しないものがؚまれて

おり、調査地周辺に想定されている興戸廃寺のଘ在を考える上でوॏな成果といえよう。

古墳時代の流路̧̣28から出土した土器群はその出土ঢ়گや土器の特௃などから一ׅ性のߴい

ものといえ、調査地周辺にも同時期の土坑౳が確認されていることから、古墳時代前期の集落が

近在した可能性がߴいといえる。

（戸原࿨人）
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͸͡Ίʹ

椋ノ木遺跡は京都府相楽郡精華町大字下狛小字椋ノ木・神ノ木他に所在する縄文時代から中世

の集落遺跡である。椋ノ木遺跡のแ蔵地の大෦分がݱ在の木津川上流ড়化センター敷地内にؚま

れる。発掘調査は、木津川上流ড়化センター関連の建設޻事に൐って平成７年度に実施した調査

から਺えて今回報告する平成23年度調査まで10次にわたる調査が実施された（付ද）。

今回報告する平成22・23年度の発掘調査は、木津川上流ড়化センター（水ॲཧ施設）૿ 設޻事

にઌ立って京都府流Ҭ下水道事຿所のґཔにより実施した。

平成22年度調査の整ཧ報告は村田・中川が行い、平成23年度調査の整ཧ報告は中川・山⃻が行

った。ݱ地調査にあたり、京都府ڭҭҕһ会、精華町ڭҭҕһ会ならͼに木津川上流ড়化センタ

ー、地ݩ舟区・里区・西北区の方ʑには多大な͝ॿڠ͝・ݴ力をಘた。記してँײします。

なお、調査に܎る経අは、શֹ京都府流Ҭ下水道事຿所がෛ୲した。

ʤ調査ମ੍౳ʥ

ฏ੒��೥౓調査（第９次調査）

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝௕　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝主װ調査第３܎௕事຿औѻ　石井ਗ਼࢘

　　　　　　　　調査第３܎ઐ໳調査һ　竹井࣏༤・石ඌ੓৴

　　　　　　　　同　調査һ　村田࿨߂

　　　　　　　　調査第１܎主査調査һ　ࣲ　ڿ඙

　　　　　　　　調査第２܎調査һ　古川　ঊ

調 査 ৔ ॴɹ相楽郡精華町大字下狛小字椋ノ木・神ノ木他

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成22年８月20日〜平成23年３月11日

調ɹ査ɹ໘ɹੵ　2,500㎡

ฏ੒��೥౓調査（第10次調査）

ࠀ஍調査੹೚ऀ　調査第２՝௕　水୩ᆹݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝調査第２܎௕　ؠদ　อ

　　　　　　　　同　主೚調査һ　中川࿨࠸

　　　　　　　　調査第３܎ઐ໳調査һ　石ඌ੓৴

　　　　　　　　同　調査һ　山⃻ඒ輪

調 査 ৔ ॴ　相楽郡精華町大字下狛小字椋ノ木・神ノ木他

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成23年７月25日〜 12月16日
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調ɹ査ɹ໘ɹੵ　1,300㎡

͜Ε·Ͱͷ調査ͱपล遺跡

椋ノ木遺跡は三ॏݝをݯ流とする一ڃՏ川である木津川のࠨ岸にあたり、自然堤防上に立地す

る縄文時代から中世に至るෳ合遺跡である。これまでの調査で出土した最も古い土器は、縄文時

代中期末の北ന川̘式土器である。そのほかに、௜ઢ文系の後期の土器片、晩期࣎լ里ᶙa式、

ધڮ式土器、௕原式土器が出土している。第̑次調査ではᠴਯ੡の大चが１఺出土している。ま

た、縄文時代の石器である石࡬が精華町大෱寺遺跡・ാノ前遺跡でも出土していることから、今

後、町内において、さらに縄文時代の遺跡が૿える可能性がある。

遺跡内では遺構に൐うものではないが、弥生時代前期末の土器片が出土している。第９次調査

では溝内から前期の土器片が出土している。同じ時期の遺物は、椋ノ木遺跡北ଆのՏ川敷内にあ

るඦٱอ地ઌ遺跡においても土器が出土しており、ݱ在の木津川に近઀した৔所に弥生時代前期

の集落がଘ在していた可能性が指摘できる。弥生時代中期の遺物は、椋ノ木遺跡第６次調査で検

出した溝中から中期後༿の土器が後期の土器とともに出土している。同時期の遺跡にはാノ前遺

跡、大෱寺遺跡、ס୩遺跡、ॕ園遺跡、৿垣֎遺跡があり、遺跡はٰྕ上、ٰྕ੄෦、Տ川ྡ઀

地の３種ྨの立地のҧいが認められる。後期の遺物としては、椋ノ木遺跡第６・９次調査で同一

の溝から土器片が出土している。

古墳時代の前期から中期前༿にか͚ての竪穴式住居跡が、第̐次調査の８τϨンνٴͼྡ઀す

る第̑次調査地で発ݟされている。また、今回報告の第９次調査でも竪穴式住居跡が２棟検出さ

れている。この時期の集落は、遺跡の中でも木津川に近い東ଆにภ在している。町内では֟ఴ遺

跡で、遺物の出土をݟている。その他の集落遺跡の様相はෆ明であるが、前期から中期前༿の古

墳はҌԬ山古墳群、平୩古墳群、北৲遺跡などでみられる。三֯ԑ神्ڸが多量に出土した古墳

時代前期の前方後ԁ墳として有名な௴井大௩古墳が木津川ର岸にଘ在している。

古墳時代中期末から後期にか͚ては、椋ノ木遺跡の北東෦で古墳がまとまって検出されており、

古墳群がܗ成されている。古墳の溝と考えられる遺構から৥輪片も出土している。椋ノ木遺跡に

調査
次਺ 調　査　期　間 調査区਺ 調査面積 文　　　ݙ

１ 平成７年 11 月 21 日〜平成８年２月 27 日 2 1,200㎡
京都府遺跡調査֓報第 81 冊（1998）

２ 平成８年̑月 28 日〜平成９年２月 27 日 9 4,700㎡

３ 平成９年̑月６日〜平成９年 11 月７日 5 2,850㎡ 京都府遺跡調査֓報第 85 冊（1998）

̐ 平成 12 年 12 月 18 日〜平成 13 年３月̑日 2 1,100㎡ 京都府遺跡調査֓報第 101 冊（2001）

̑ 平成 13 年６月 13 日〜平成 14 年２月１日 1 3,400㎡ 京都府遺跡調査֓報第 105 冊（2002）

６ 平成 14 年６月̑日〜平成 15 年２月 10 日 1 3,200㎡ 京都府遺跡調査֓報第 110 冊（2004）

７ 平成 16 年８月 18 日〜平成 16 年 10 月１日 1 300㎡ 京都府遺跡調査֓報第 115 冊（2005）

８ 平成 21 年 11 月 26 日〜平成 22 年３月̐日 1 500㎡ 京都府遺跡調査報告集第 143 冊（2011）

９ 平成 22 年８月 20 日〜平成 23 年３月 11 日 1 2,500㎡
ຊ報告

10 平成 23 年７月 25 日〜平成 23 年 12 月 16 日 1 1,300㎡

付ද　椋ノ木遺跡調査地一ཡ
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第１ਤ　これまでの調査地と今回の調査地位置ਤ
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第２ਤ　調査地位置ٴͼ精華町内主要遺跡ਤ
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おいては、同時期の遺構は古墳以֎のものは発ݟされていない。町内にお͚る同時期の集落とし

て、৿垣֎遺跡が஫目される。大型の住居跡や方ܗ区ըなどのଘ在から在地ट௕の居住地と考え

られる。また、ؖ式土器のଘ在などが஫目されている。後期の古墳にはٰྕ෦に立地する平୩古

墳群、ҌԬ山古墳群、ാノ前古墳群、ാノ前東古墳群、৓山古墳群などがあるが、出土遺物の年

代؍から、椋ノ木遺跡の古墳より新しい時期に଄られたことがわかる。

椋ノ木遺跡内では、ന๟期の木津川市ྷߴ寺と同じ型式のؙݢ瓦が中世の遺構から出土してい

る。遺跡内ではന๟期の遺構は検出されていないが、これまでの調査では、どの調査地఺でも少

量ではあるが奈良・平安時代と考えられる布目瓦片が出土し、遺跡શ体に広く分布しているঢ়گ

である。椋ノ木遺跡内では、奈良時代にଐすると考えられるَ瓦片、平安時代後半から中世にか

͚ての೹文ؙݢ瓦が出土している。瓦の出土量はわͣかで、ຊ֨的な瓦෪建物が周辺にଘ在して

いた可能性は௿い。遺跡から西に約400̼཭れた৔所には里廃寺があり、ྷߴ寺系のؙݢ瓦や平

৓ٶ式・ګਔٶ式の瓦が出土していることから、椋ノ木遺跡で出土する少量の瓦は里廃寺からも

たらされた可能性がある。そのほかにも、ാノ前遺跡ではҴ๘間ࢯの館と想定されている館跡が

検出されている。

平安時代後期にೖると、第６次調査地で東西６間以上、南北２間の਎舎に南北に൳がつく大型

の建物が検出されている。今回報告する第９次調査においても大型の建物が検出されており、そ

の性֨が஫目される。町内では、椋ノ木遺跡から西に約１km཭れた位置に下狛廃寺があり、発

掘調査で平安時代後期の瓦が出土している。

平安時代末から鎌倉時代にか͚ての遺構は椋ノ木遺跡で多く検出されており、その範囲は発掘

調査を実施した地区શ体にٴんでいる。遺構には掘立柱建物跡、土ᆮ墓、耕作溝、坪境溝がある。

以߱のものはࠒされている地割にԊった方向の溝が確認できる。中世の遺構は、14世紀中࢒在ݱ

認められなくなる。集落は別の৔所にҠり、耕作地としてར用されたものと考えられる。

椋ノ木遺跡から約500̼南にはॕ園神社がଘ在する。神社は大同（806）ݩ年の記録がʮ新抄֨௘

ූ抄ʯに記載されており、平安時代ॳ期からଘ在していたことがわかる。その後、もみじの名所

としてʮڃߋ日記ʯにొ৔し、平安時代末のՎ人౻原定Ոにもӵまれ、ʮ新古今࿨Վ集ʯに収録

されている。ॕ園神社には神ٶ寺であるༀ師寺が併設されており、明࣏期の神෹分཭運ಈの中、

他寺΁Ҡされた平安時代前期の฾ܗࡵをしたༀ師೗དྷ立૾が᛾られていた。椋ノ木遺跡の平安時

代から中世にか͚ての集落は、ॕ園荘にଘ在するॕ園神社・ༀ師寺と同時代にڞଘしていた。

平安時代以߱に関しては、ྺ࢙地ཧֶ者の଍ར྄݈ࢯによって、木津川Ԋいにॕ園神社の࿬を

通って京都・大ࡕ方面から奈良にいたる道路が෮ݩされている。

近世にೖると、ॕ園地区とର岸の木津川市平ඌを݁Ϳ։の౉し、下狛舟とର岸の木津川市៉田

を݁Ϳᤵの౉しがあり、郡山֗道と奈良֗道を݁んでいた。椋ノ木遺跡はそれら２つの౉しの中

間に位置している。また、ݱ在の木津川上流ড়化センター敷地の中ԝを東西に走る道は、遺跡西

方にある里集落の中࣠からਅ東西方向に৳ͼ、木津川の඿に至るʮ඿道ʯとしてར用されてきた。

（中川࿨࠸）
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（１）第９次調査（平成22年度）

̍ɽ調査ͷ֓ཁ

第９次調査は、木津川上流流Ҭ下水道木津川上流ড়化センター内の精華町立体ҭ館・コϛϡχ

ςΟセンターの東ྡにあたり、水ॲཧ施設の૿設に൐う事前の発掘調査である。

およۀՃをಘた。整ཧ作ࢀ地આ明会を実施し、146名のݱ地調査では、平成22年２月̑日にݱ

ͼ報告書作成は平成23年度に実施し、中川と村田が分୲してࣥචした。

第９次調査地は、平成14年度に実施した第６次調査地の東ྡ઀地である。調査は、遺構面まで

をॏ機で掘࡟した。ݱ地ද面であるඪߴ約28̼から、ඪߴ約25.5̼まではݱ代の଄成土がଯ積し

ていた。その௚下ではઙԫ׊৭೪質土（第３ਤ第̑・７層）のଯ積があり、ড়化センター建設前の

耕作土を確認した。その下層の遺物แؚ層であるΦリーϒԫ৭೪質土（第９層）をআ去すると、ඪ

約25̼付近で平安時代から鎌倉時代にか͚ての遺構面を検出した。遺構を確認した面で人力掘ߴ

を実施した。この遺構面から、さらに0.1ۀによる遺構検出作࡟ 〜 0.4̼掘り下͛たとこΖで、下

層の遺構面を確認した。上層（第12層上面）では平安・鎌倉時代、下層（第14層上面）では古墳時代

以前縄文時代までの遺構を検出した。

平安時代から鎌倉時代にか͚ての遺構面を、第１遺構面として調査した。検出した遺構は、耕

作溝や溝、柱穴、土坑、井戸などである。また、掘立柱建物跡２棟やྻࡤを෮ݩすることができ

た。

第１遺構面の調査ऴྃ後、

下層遺構の調査を実施した。

縄文時代晩期、弥生時代後

期、古墳時代前期・中期の

遺構を同一面で検出した。

この遺構面を第２遺構面と

し調査を実施した。調査地

の北෦では、第１遺構面か

ら第２遺構面まで約0.4̼の

深さがあり、第２遺構面は

南に向かって上がっており、

南୺෦では0.1̼ఔ度であっ

た。ॏ機でこの土を掘࡟後、

人力による遺構精査を行っ

た。

縄文時代の遺構では、晩第３ਤ　調査地北น土層அ面ਤ
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第̐ਤ　第６・９次調査調査区　第１遺構面
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期の遺構と൑அされるম土坑１基と

土器を埋ೲした土坑の２基を検出し

た。弥生時代の遺構では、調査地北

෦で後期の遺物が出土した東西方向

の大溝を検出した。古墳時代では、

前期と൑அされる竪穴式住居跡２基

や中期末の古墳̐基を検出した。

̎ɽݕग़遺ߏ

ʢ̍ʣ第̍遺ߏ໘

平安時代から鎌倉時代までの遺構

を検出し、平安時代の掘立柱建物跡

２棟やྻࡤ、井戸、鎌倉時代以߱の

土坑や溝、条里制地割に༝དྷする溝

群や耕作溝などを検出した。

̍ʣதੈͷ遺ߏ

ౡി　調査地北ଆでは、ඪ24.9ߴ 〜

25.1̼のߴさで、西辺を南北方向の深

さ0.3̼を測る溝̨̙070、東辺を南北

方向で深さ0.38̼の溝̨̙097で、南

辺を東西方向の溝̨̙095に囲まれた

区ըを確認した。区ը内では耕作溝

群のみを検出した。耕作溝のほとん

どは東西方向の溝であり、෯約15Dm、

深さも約２〜̑Dmとઙく、後世の࡟

平によって耕作面がফࣦしている可能性が認められた。また、柱穴などの遺構も確認できないこ

とから、この区ը内は耕作地であった可能性がߴい。坪境溝群̨̙095より北ଆに関しては、周

囲を溝ঢ়に掘ることで区ըし、掘った土で周囲よりߴく੝り上͛て島畠を଄り、૿水のରࡦを施

し耕作地としてར用していたとਪ測する。̨̙070の溝のఈは確認できなかったが、溝̨̙097に

ついては最も深い所で検出面から約40Dmあり、島畠の੝り土については࡟平をड͚ておりෆ明

であるが、耕作溝の࢒ଘする深さからਪ測すると、周囲の溝と耕作面では50Dmのߴ௿ࠩがあっ

たとࢥわれる。溝̨̙070・097からは、小片であるが12 〜 14世紀の土器片が少量出土しているが、

島畠を଄った時期はෆ明である。溝̨̙101は、最大෯で1.9̼、深さ0.15̼のઙい溝であり、溝

̨̙097や坪境溝群̨̙095の上面で検出した東西方向の耕作溝より新しい時期の溝である。

��5ʢ第６ਤ）　この溝群は、෯0.5̨̙܈ߔڥ௶ 〜２̼を測る東西方向の溝がԿ度も掘りฦさ

第̑ਤ　第１遺構面遺構配置ਤ
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れた溝の集合体で、෯6.2̼の範囲に集中している。これらの溝群は、第６次調査で確認した東

西方向の坪境溝の東Ԇ௕෦にあたる。上面が࡟平されていることから、溝の新چ関܎はෆ明であ

る。これらの溝群は、相楽郡条里遺構の坪境の溝群であると考えられる。

౔��1̨̠޵　東西1.2̼、南北0.8̼、深さ0.15̼を測る۱ؙ௕方ܗをఄする土坑である。土坑

内から土師器・瓦器の小片や௕さ13.6Dmのఝঢ়のమ੡඼１఺が出土した。

౔̨̠޵���（第７ਤ）　東西0.83̼、南北0.7̼、深さ0.3̼を測る。土坑内からは瓦器３ࡼຕ、

土師器３ࡼຕが２ྻに並べられたঢ়ଶで出土した（第20ਤ17 〜 19）。土師器のࡼは土坑内の北東

ଆに東西方向に並べられ、その南ଆに瓦器のࡼ（同20 〜 22）が並べられている。これら出土した

遺物から、12世紀中ࠒの遺構と考えられる。この遺構の性֨についてはෆ明である。土坑内には

棺痕跡౳は確認できなかったが、人を૴る墓やԿらかのّ式が行われた土坑であった可能性が考

えられる。

౔̨̠޵���　東西3.6̼、南北1.3̼、深さ0.2̼を測る۱ؙ௕方ܗをఄする土坑である。土坑

内から土師器や瓦器の小片が出土した。また、土坑の埋土にはݓ大のՏ原石が多くࠞೖしていた。

෯0.4̼、深さ0.3̼を測る東西方向の溝である。埋土からは土師器・瓦器片のほ　���̨̙ߔ

かに、֎面に࣫ࠇ、内面に੺࣫がృられた࣫器࿶のഁ片が出土した。

෯0.5̼、深さ0.4̼を測る東西方向の溝である。埋土から土師器・瓦器片などが　��1̨̙ߔ

出土した。

෯0.9̼、深さ0.5̼を測る東西方向の溝である。埋土から土師器・瓦器片などが　��5̨̙ߔ

出土した。

෯0.5̼、深さ0.7　（第８ਤ）�51̨̙ߔ

̼を測る東西方向の溝である。溝のఈ෦に

はݓ大のՏ原石が多量にଯ積し、西୺෦の

上面や溝ఈでは五輪塔のۭ輪、Ր輪、水輪

などが出土した。この溝は、坪境溝群̨̙

095の南にྡ઀し、他の耕作溝にൺべると

溝が深く、Տ原石や五輪塔、Ӌזなどの土

器片が出土している。この溝は耕作溝では

なく、坪の北୺෦の区ըもしくはഉ水の溝 第７ਤ　土坑̨̠042遺物出土ঢ়گਤ

第６ਤ　坪境溝̨̙095ほか土層அ面ਤ
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であったと考えられる。この溝の廃絶時に౤غされたものと考えられる。溝内には、五輪塔の石

のഁ片が多くؚまれていた。第６次調査の溝̨̙525につながる可能性があؠ灰ڽわれるࢥとࡐ

る。

̎ʣฏ҆࣌୅ͷ遺ߏ

Ҫ̨̚ށ���（第９ਤ）　掘立柱建物跡̨

̗１の東ଆで検出した௚1.3̼ܘ、深さ1.45

̼のԁܗをఄするૉ掘りの井戸である。井

戸࿮やۂ物౳の痕跡は確認できなかった。

井戸のఈは೪土層（੨灰৭೪土）でऴわって

おり、水が༙くঢ়گではなく、水ཷとして

ར用されていたと考えられる。第１層の明

ԫ׊৭೪質土や第２層のにͿいԫ৭೪土か

ら、少量の瓦器片が出土したが、後世の耕

作溝౳の遺物がࠞೖしたと考えられる。井

戸の時期はෆ明であるが、掘立柱建物跡に

付ਵする井戸であった可能性も考えられる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗ （̍第10ਤ）　τϨンν

南୺で検出し、東西̑間（௕さ8.8̼）、南北

̐間（௕さ6.9̼）を測る。建物を構成する柱

穴の掘ܗは、一辺が30 〜 40Dmの۱ؙ方ܗ

をఄし、深さは遺構検出面から25 〜 30Dm

っていた。建物は東西棟であり、３間ʷ࢒

̐間の਎舎に南北の２面に１間の൳が付く

第８ਤ　溝̨̙251五輪塔出土ঢ়گਤ

第９ਤ　井戸̨̚063実測ਤ
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建物であるか、３間ʷ２間の਎舎に̐面１間の൳が付く建物が想定される。この建物を構成する

柱穴からは、建物の時期をࣔす遺物は出土しなかったが、第６次調査で検出した掘立柱建物跡̨

̗１と主࣠が同じであることなどから、後ड़のように、̨̗２とともに平安時代中期のものと൑

அする。

۷ཱபݐ෺跡̨̗ （̎第11ਤ）　東西̑間（௕さ13.1̼）、南北３間（௕さ7.5̼）を測る東西棟であ

る。この建物を構成する柱穴̨̥038の柱掘ܗからは、ともに平安時代中期（10世紀中ࠒ）の土師

器ࡼと瓦器ࡼが出土した（第20ਤ23・24）。今回検出した掘立柱建物跡２棟は、主࣠が第６次調査

で検出された平安時代中期の掘立柱建物跡と同じ主࣠をもつことや、̨̗２の柱穴から出土した

遺物から、平安時代中期に建てられたものと考えられる。

掘立柱建物跡̨̗２の南東ଆで、南北方向に柱穴が̐基並ͼ、掘立柱建物跡̨̗　̨̖̏ྻࡤ

２の南東۱の柱にऔり付くと考えられる。南ଆは᎟ཚによってফࣦしており、確認できたのは、

௕さ約６̼分である。

ʢ̎ʣ第̎遺ߏ໘

縄文時代晩期の土坑や弥生時代の大溝、古墳時代前期の竪穴式住居跡２基、古墳時代中期末の

第10ਤ　掘立柱建物跡̨̗１実測ਤ
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古墳̐基などを検出した。なお、古墳の規模や周溝の規模については、後世に࡟平をड͚ている

ためৄࡉはෆ明であり、遺構検出時の਺値を報告する。

̍ʣݹ෿࣌୅ͷ遺ߏ

෿̨̭ݹ （̍第14ਤ）　τϨンνの南୺෦で検出した௚ܘ約12̼を測るԁ墳である。墳ٰおよͼ

埋૴施設は、後世に࡟平されてফࣦし、周溝のみが࢒っていた。

प̨̙ߔ���　ԁܗの周溝の南ଆ෦分については、平成22年度の調査範囲֎にԆͼている。周

溝は෯約1.5̼、深さ0.28̼を測る。東ଆの周溝内から、須恵器のߴഋとその֖・ഋ・￲などが出

土した。西ଆの周溝内から、土師器のᙈ・ᆵなどが出土した（第24ਤ52 〜 65）。遺物はܗ׬に近

いものが多く、埋ೲされていた可能性も考えられる。南ଆの第10次調査で、この周溝の南半を検

出している。

෿̨̭ݹ （̎第14ਤ）　௚ܘ約18̼を測るԁ墳である。墳ٰおよͼ埋૴施設は後世に࡟平され、

第11ਤ　掘立柱建物跡̨̗２実測ਤ
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周溝のみが࢒っていた。

प��1̨̙ߔ　周溝の南ଆ෦分が、

後世の᎟ཚによってফࣦしている。

周溝は෯約1.8̼、深さ約0.25̼を測る。

周溝内から遺物が西ଆ・北ଆ、東ଆ

の３地఺にまとまったܗで出土した。

遺物は古墳１と同じくܗ׬に近いも

のが多く、埋ೲされていた可能性が

考えられる。出土遺物には、須恵器

のߴഋ・֖・ᙈや土師器ᙈなどがあ

る（第25ਤ66 〜 82）。

෿̨̭ݹ （̏第15ਤ）　τϨンνの

中ԝ෦で検出したが、東半෦はτϨ

ンν֎となる。他の古墳と同じく、

墳ٰおよͼ埋૴施設は後世に࡟平さ

れ、周溝のみが࢒っていた。東半分

は確認できなかったが、この古墳は、

௚ܘ約13̼を測るԁ墳に෮ݩできる。

प̨̙ߔ���　ԁܗの周溝の東ଆ෦

分が今回の調査範囲֎にԆͼている。

周溝の෯約2.6̼、深さ約0.21̼を測る。

周溝内から須恵器や土師器のഁ片が

少量出土し、小片であるがԁ౵৥輪

のഁ片が出土した（第25ਤ85 〜 87）。

෿̨̭ݹ （̐第15ਤ）　墳ٰは後世

に࡟平され、周溝のみが࢒っていた。

ほかの古墳とൺべると平面ܗは࿪で

ある。古墳の規模は、南北約16.5̼、

東西約13.0̼を測る。

प̨̙ߔ���　周溝の෯約2.0̼、深さ約0.15̼を測る。ほかの古墳̨̭１〜３にൺべると、周

溝の深さはઙく、土器ྨの出土は少量であるが、ԁ౵৥輪のഁ片が出土した。古墳̨̭１・２の

周溝内から出土した土器から、築଄時期は古墳時代中期末（̑世紀末〜６世紀ॳ಄）と考えられる。

第６次調査で検出した２基の古墳とほぼ同時期のものである。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第16ਤ）　ඪ24.72̼ߴでτϨンνの北ଆで検出した۱ؙ方ܗをఄする

住居跡で東西約5.1̼、南北約4.2̼を測る。চ面南西෦から古墳時代前期の土師器ᙈのഁ片が出

第13ਤ　第２遺構面遺構配置ਤ
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第14ਤ　古墳̨̭１周溝̨̙200・古墳̨̭２周溝̨̙201実測ਤ
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第15ਤ　古墳̨̭３・̐実測ਤ
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第16ਤ　竪穴式住居跡̨̝260・264実測ਤ
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土した（第26ਤ88・89）。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第16ਤ）　古墳̨̭̐の࡟られた墳ٰの下層のඪ24.68̼ߴで検出した。

۱ؙ方ܗをఄする住居跡で、東西約5.1̼、南北約4.2̼を測る。遺物は出土しなかった。これら

２基の竪穴式住居跡の時期については、竪穴式住居跡̨̝260から出土した遺物や竪穴式住居跡

̨̝264が古墳̨̭̐の墳ٰが࡟平されている面で検出されたことから、古墳時代前期のものと

考えられる。

̎ʣ໻ੜ࣌୅ͷ遺ߏ

。τϨンνの北ଆで検出した෯約６̼、深さ約1.5̼を測る東西方向の溝である　��5̨̙ߔ

溝のఈは東ଆが深いことから、東にある木津川に流ೖしていた可能性がある。溝のఈ෦では、弥

生時代後期の土器が出土した。第６次調査で検出されている弥生時代の溝̨̙1001の東Ԇ௕෦と

第17ਤ　溝̨̙265実測ਤ
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൑அされる。また、第６次調査で検出された溝̨̙1002のԆ௕෦については、ຊ調査地内では確

認できなかった。第６次調査では、弥生時代前期の溝も確認されているが、ຊ調査では確認でき

ͣ、第６〜９層に遺物がࠞೖするのみであった。おそらく、後期の溝の掘࡟によりফࣦしたもの

第18ਤ　土坑̨̠134、土ᆮ154・155実測ਤ
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と考えられる。弥生時代前期の土器、縄文土器が埋土中から出土しているが、ࠞೖ඼と考える。

̏ʣೄจ࣌୅ͷ遺ߏ

౔1̨̠޵��（第18ਤ）　南北1.1̼、東西1.7̼、深さ0.21̼を測るԁܗの土坑である。土坑の上

෦には੺くম͚た土や୸がްくଯ積し、下෦ではম͚た縄文時代晩期の土器片や石が多਺出土し

た。

౔ᆮ̨̠15�（第18ਤ）　土坑̨̠134の南ଆで、縄文時代晩期のᙈがԣにਾえられたପԁܗの

土坑を検出した。東西0.5̼、南北0.32̼、深さ0.12̼を測る。ᙈはޱԑ෦を東にしてԣにਾえら

れているが、ԣ向きのᙈの上෦は、後世の࡟平によってܽଛしている。

౔ᆮ̨̠155（第18ਤ）　土坑̨̠134や土ᆮ̨̠154の南ଆで、縄文時代晩期の深鉢がԣ向きに

ਾえられた土坑を検出した。東西0.6̼、南北0.55̼、深さ0.08̼を測るପԁܗをఄする。深鉢は

平によってܽଛしてい࡟ԑ෦を東にしてԣにਾえられていたが、ԣ向きのᙈの上෦は、後世のޱ

る（第30ਤ157）。

̐ʣظ࣌ෆ໌ͷ遺ߏ（第19ਤ）

時期はෆ明であるが、第２遺構面で地਒による෾࠭痕跡を確認した。෾࠭は、第１遺構面では、

検出することができなかったが、෯が広いとこΖで３Dmとࡉく、東西方向にԆͼていた。検出

した第２遺構面のϕーε面は೪土層であり、30Dmほどのଯ積があり、その下層の࠭層から෾き

上がったものと考えられる。

第19ਤ　෾࠭実測ਤ
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̏ɽग़౔遺෺

1 〜 15は、第１遺構面上層の遺物แؚ層（Φリーϒԫ৭೪質土）およͼ遺構検出中の精査作ۀ中

に出土した遺物である。１は土師器のࡼである。ܘޱは෮ݩで11.6Dmを測る。２は土師器のࡼで

ある。ܘޱは෮ݩで9.6Dmを測る。ఈ෦に指ԡさえの痕跡がみられる。３は土師器のഋである。

。は3.2Dmを測るߴで15.2Dm、器ݩは෮ܘޱ。で12.0Dmを測る。̐は土師器のഋであるݩは෮ܘޱ

֎面ఈ෦に指ԡさえの痕跡がݟられる。̑は須恵器のᙈの೺ख෦分である。೺ख෦分の中ԝにପ

ԁܗの穴が։͚られている。６は須恵器のᙈのޱԑ෦である。ܘޱは19.0Dmを測る。７は施釉陶

器の࿶のఈ෦である。ߴ୆はషり付͚で、ఈ෦ܘは6.3Dmを測る。８はന磁の࿶のఈ෦である。

ఈ෦ܘは12.1Dmを測る。９は施釉陶器の࿶のߴ୆෦分である。ߴ୆ܘは7.2Dmを測る。10は施釉

陶器のఈ෦のഁ片である。器種はෆ明であるが、̑mmのߴさのԁܗのߴ୆が付く。11はന磁の

࿶のޱԑ෦である。ܘޱは14.4Dmを測る。12は瓦器の࿶のഁ片である。ܘޱは10.0Dm、器ߴは

3.0Dmを測る。֎面には指ԡさえ、内面には҉文が施されている。13は瓦器の࿶のഁ片である。

。は4.5Dmを測る。֎面には指ԡさえと҉文、内面には҉文が施されているߴは13.0Dm、器ܘޱ

14は瓦器の࿶である。ޱԑは14.8Dm、ߴ୆はషり付͚で5.8Dmを測る。15は石੡の砥石である。

砥͗面を１面確認している。

16 〜 29は第１遺構面で検出した遺構から出土した遺物である。16は土坑̨̠041から出土した

మ੡のఝঢ়の੡඼である。࢒ଘする௕さは13.6Dmを測る。17 〜 22は土坑̨̠042から出土した遺

物で、すべてܗ׬඼である。17は土師器のࡼでܘޱは8.7Dm、器ߴは1.7Dmを測る。18は土師器

のࡼでܘޱは10.7Dm、器ߴは2.1Dmを測る。19は土師器のࡼである。ܘޱは10.3Dm、器ߴは

1.5Dmを測る。20は瓦器のࡼである。内面には҉文が施されている。21は瓦器のࡼで、ܘޱは

10.4Dm、器ߴは2.35Dmを測る。内面に҉文が施されている。22は瓦器のࡼである。ܘޱは9.6Dm、

器ߴは1.9Dmを測る。内面には҉文が施されている。これら̨̠042から出土した遺物は、12世紀

中ࠒにଐする土器と൑அされる。23・24は掘立柱建物跡̨̗２の柱穴̨̥038から出土した遺物

である。23は土師器のࡼで、ܘޱは9.3Dm、器ߴは1.8Dmを測る。24は瓦器のࡼで、内面にはʮेʯ

字ঢ়の҉文がみられる。平安時代中期にଐする遺物と൑அする。25は溝̨̙100から出土した石

੡の砥石で、砥͗面は２面確認している。26・27は土坑̨̠047から出土した。26は土師器のࡼ

のޱԑ෦である。ޱԑ୺෦にম͚た痕跡と୸が付ணしていることから、౮明ࡼとして࢖用されて

いたことがわかる。27はന磁の࿶のޱԑ෦である。ܘޱは12.8Dmを測る。28は溝̨̙060から出

土した࣫器の࿶のఈ෦である。֎面には࣫ࠇがృられ、内面には੺࣫がృられている。ߴ୆ܘは

8.8Dmを測る。29は土坑̨̠115から出土した瓦器の࿶である。࿪んではいるがܗ׬で出土した。

。は3.9Dmを測る。内֎面に҉文がみられるߴは最大で9.8Dm、器ܘޱ

30 〜 38は、第１遺構面から第２遺構面までの掘࡟のࡍに出土した遺物である。30は須恵器の

鉢である。ܘޱは13.0Dm、器ߴは4.9Dmを測る。ߴ୆は࡟り出しߴ୆である。31は土師器の୹ᰍ

ᆵのޱԑ෦である。ܘޱは10.8Dmを測る。32は土師器のࡼで、ܘޱは9.8Dm、器ߴは1.7Dmを測る。

33 〜 35はࠇ৭土器である。３఺とも瓦器よりも器นがްく、内֎面ともࠇ৭である。一෦ܽଛ
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しているがܗ׬に近いঢ়ଶである。33は11.0ܘޱDm、器5.0ߴDmを測る。34は13.0ܘޱDm、器ߴ

4.0Dmを測る。35は10.8ܘޱDm、器ߴは4.5Dmを測る。

36 〜 38は瓦である。36は平瓦でද面には布目がみられる。平瓦はԳ巻き作りで、௕さ13.7Dm、

෯2.6Dmの੾அ面が࢒る。37はݢ平瓦である。瓦当෦のຎ໓は著しいが、ന๟期の寺Ӄである木

津川市ྷߴ寺と同じ型式と൑அできる。38はؙݢ瓦である。瓦当面に౜૲文がみられるが、型式

や時期はෆ明である。３఺ともຏ໓が著しい。

39 〜 48は第２遺構面で検出した遺構から出土した遺物である。39・40・42は溝̨̙210から出

土した遺物である。39は須恵器のᙈのޱԑ෦のഁ片である。֎面の一෦には自然釉がみられる。

40は深い྘৭をした同安༼系の੨磁࿸のޱԑ෦である。小片のため൑別できないが、内֎面とも

に文様が施されている。12 〜 13世紀にଐする。41は溝̨̙250から出土した須恵器のఈ෦である。

第22ਤ　五輪塔実測ਤ（１）
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ᆵとࢥわれるఈ෦のܘは8.4Dmを測る。42は瓦質のӋזのഁ片である。ܘޱは෮ݩで33.6Dmであ

る。֎面のຏ໓がܹしい。43 〜 48は溝̨̙251から出土した遺物である。43は土師器のӋזであ

る。ܘޱは෮ݩで28.2Dmである。44は瓦質のӋזである。45は須恵質のᙈのޱԑ෦で、ද面は҉

੺灰৭である。ܘޱは33.0Dmを測る。46はന磁の࿶のޱԑ෦のഁ片である。ܘޱは14.2Dmを測る。

47は瓦器の࿶である。内面にはԁܗと௚ઢの҉文がみられる。ߴ୆ܘは6.2Dmである。48 〜 51は

溝̨̙251から出土した五輪塔である。ともに石ࡐはڽ灰ؠであり、ຏ໓がܹしい。48はۭ෩輪

෦分である。࢒ଘするߴさは17.5Dmで、最大ܘは13.5Dmを測る。ๅचܗをఄするۭ輪と半月ܗ

をఄする෩輪が一体となっている。49は屋ࠜܗをఄするՐ輪෦分である。ఈ෦の一辺は20.0Dm、

ߴ、をఄする水輪෦分でܗさは13.2Dmである。上面・下面ともに઀合෦のԜみがある。50はԁߴ

さ22.4Dm、最大24.7ܘDmを測る。出土した中ではൺֱ的࢒りがよい。51は方ܗをఄする地輪෦

分である。ఈ෦は24.7Dm、ߴさ11.0Dmを測り、中ԝに௚9.9ܘDm、深さ4.7Dmの઀合෦のԜみが

ある。この他に溝̨̙251からは෦位ෆ明の五輪塔とࢥわれるڽ灰ؠの石ࡐ片が਺఺出土してい

る。それͧれの෦位が小型で、古い要ૉを࣋つことから、平安時代後期（12世紀後半）のものと൑

அする。

52 〜 65は古墳̨̭１の周溝̨̙200内から出土した遺物である。52 〜 62は周溝の南東෦から

出土した。52は須恵器のഋ֖で֖௖෦にはつまみが付く。ܘޱは12.6Dm、器ߴは5.6Dmを測る。

53は須恵器のߴഋで、有֖のものである。٭෦にはԁܗのಁかしがある。ܘޱは12.0Dm、器ߴ

9.0Dmを測る。54はߴഋで、ܘޱは11.5Dm、器9.0ߴDmを測る。55はߴഋの֖で、ܘޱは13.0Dm、

器6.3ߴDmを測る。56はߴഋで、ܘޱは11.5Dm、器10.3ߴDmを測る。57はߴഋで、ܘޱは10.9Dm、

器10.15ߴDmを測る。58はߴഋの֖で、ܘޱは11.8Dm、器6.1ߴDmを測る。59はߴഋで、ܘޱは

11.0Dm、器9.8ߴDmを測る。60はߴഋである。ܘޱは11.2Dm、器10.3ߴDmを測る。61はߴഋの֖で、

6.1Dmを測る。63は周ߴは12.8Dm、器ܘޱ、ഋの֖でߴ6.0Dmを測る。62はߴは11.5Dm、器ܘޱ

溝の東෦から出土した￲で、ܘޱは9.8Dm、器10.2ߴDmを測る。ᰍ෦֎面には೾ঢ়文、体෦には

ԁܗのಁかしがあり、そのԣには௜ઢや連ঢ়文が施されている。64は周溝内の西෦から出土した

土師器の௕ᰍᆵで、ܘޱは10.4Dm、器16.0ߴDmを測る。内֎面ともにϋέϝの調整が࢒る。65

は周溝内の西෦から出土した土師器の௕಑ᆵで、ܘޱは19.8Dm、器38.2ߴDmを測る。ޱԑ෦は

Ϥコφσ、ఈ෦内面にはϔϥέズリ、上෦にはϋέϝ、指ԡえがある。֎面શ体にはϋέϝの調

整がみられる。

66 〜 82は古墳̨̭２の周溝̨̙201内から出土した遺物である。66は周溝内の北෦で出土した

須恵器のߴഋである。ܘޱは10.0Dm、器9.1ߴDmを測る。67は周溝内の北東෦から出土した須恵

器のᆵである。ܘޱは13.7Dm、器ߴは13.6Dmを測る。֎面にはΧΩϝ、内面ఈ෦には同৺ԁタ

タΩがみられる。68は周溝内北西෦から出土したߴഋの֖である。ܘޱは11.5Dm、器ߴは5.8Dm

を測る。69は周溝内北西෦から出土したߴഋの֖である。ܘޱは11.7Dm、器ߴは5.45Dmを測る。

70は周溝内北西෦から出土したߴഋの֖である。ܘޱは12.3Dm、器ߴは5.3Dmを測る。71は周溝

内北西෦から出土した須恵器の֖である。ܘޱは13.2Dm、器ߴは5.65Dmを測る。72 〜 75・77・
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78・80・82は周溝内の北東෦から出土した。72は須恵器の֖である。ܘޱは12.0Dm、器ߴは

5.3Dmを測る。73は須恵器のഋである。ܘޱは10.6Dm、器ߴは4.3Dmを測る。74は須恵器の֖で

ある。ܘޱは11.5Dm、器ߴは4.2Dmを測る。75は須恵器の֖である。ܘޱは11.8Dm、器ߴは

3.95Dmを測る。76は須恵器のഋである。ܘޱは11.8Dm、器ߴは3.95Dmを測る。周溝内の北西෦

から出土した。77は土師器のᆵのޱԑ෦のഁ片である。ܘޱは11.5Dmである。78は土師器の୹ᰍ

ᆵである。ܘޱは11.6Dmで、器ߴは12.6Dmを測る。79は須恵器のᙈである。ほぼܗ׬に෮ݩで

きる。ܘޱは18.8Dm、器ߴは31.1Dmを測る。֎面体෦には平行タタΩがみられ、内面には同৺

ԁのタタΩがみられる。周溝内の北෦で出土した。80は須恵器の֖である。ܘޱは12.5Dmで、器

ߴは11.8Dmで、器ܘޱ。は4.3Dmを測る。周溝内の北෦から出土した。81は須恵器の֖であるߴ

は3.7Dmを測る。82は土師器のᆵのޱԑ෦である。ܘޱは26.8Dmである。ޱԑ୺෦およͼޱԑ֎

෦に連ଓした௜ઢの૷০がみられる。古墳̨̭１・２の周溝から出土した須恵器はܗ׬඼もしく

はܗ׬に෮ݩできるݸ体がほとんどである。これらの土器から、これらの古墳の築଄時期は古墳

時代中期末（̑世紀末〜６世紀ॳ಄）とਪ定される。

83・84は古墳̨̭３の周溝̨̙227内から出土した土器である。83は須恵器のᆵのߴ୆෦分で

ある。ߴ୆ܘは8.4Dmを測る。84は土師器のᆵのఈ෦のഁ片である。

85 〜 87はԁ౵৥輪のഁ片である。85は古墳̨̭̐の周溝̨̙242の精査中に出土した。タΨঢ়

ಥଳ෦が࢒り、ϋέϝ調整がみられる。86は古墳̨̭３の周溝̨̙227内から出土した。小片で

あるがԁܗのಁかしの一෦分がみられる。87は第１遺構面から第２遺構面の掘࡟時に出土した。

タΨঢ়ಥଳ෦分をڬんでϋέϝ調整が࢒る。

88・89は竪穴式住居跡̨̝260のচ面から出土した古墳時代前期の土師器のᙈのഁ片である。

88はᙈのޱԑ෦から体෦にか͚てのഁ片である。ܘޱは、14.8Dmを測る。֎面にはૈいϋέϝが

みられ、ޱԑ෦にはϤコφσがみられる。89はᙈのఈ෦のഁ片である。ఈ෦ઌ୺෦はܽଛしてい

る。֎面はૈいϋέϝがみられる。88と89は同一ݸ体とࢥわれるが、઀఺はみられない。

90 〜 112は弥生時代の溝̨̙265から出土した遺物である。弥生時代後期にଐする。90は溝の

ఈ෦から出土した鉢である。ܘޱは19.0Dm、器ߴは9.5Dmを測る。֎面にはॎ方向のϔϥϛΨΩ

がみられる。90は溝のఈ෦から出土した鉢である。ܘޱは17.2Dm、器ߴは12.5Dmを測る。体෦

֎面の中ԝにషり付͚ಥଳがあり、ࠁ目文様がある。ޱԑ෦֎周にもࠁ目文様がみられる。92は

鉢である。ܘޱは13.4Dm、器ߴは10.3Dmを測る。֎面のᰍ෦にはྻ఺文がみられる。93は鉢で

第26ਤ　竪穴式住居跡̨̝260出土遺物実測ਤ
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ある。ܘޱは17.4Dmを測り、ఈ෦はܽଛしている。֎面のᰍ෦には֋֪ঢ়の޻具によるࢗಥ文様

がみられる。94はᙈのޱԑからᰍ෦にか͚てのഁ片である。ܘޱは11.4Dmである。内֎面ともに

ϋέϝがみられる。95はᙈである。ఈ෦がܽଛしている。ܘޱは13.5Dmを測る。体෦の内֎面に

はϋέϝがみられる。96はᙈのޱԑ෦から体෦のഁ片である。ܘޱは16.8Dmを測るŇ 97はᙈで、

は15.3Dmである。֎面ߴଘする器࢒。ଘする࢒ԑ୺෦がܽଛしており、ᰍ෦からఈ෦にか͚てޱ

にはԣ方向のタタΩがみられる。98はᆵのޱԑ෦のഁ片である。ᰍ෦にはॎ方向のϛΨΩがみら

れる。99は器୆の٭෦とࢥわれる。٭෦のܘޱは20.0Dmを測る。٭෦にはԁܗのಁかしがある。

100はᙈのޱԑ෦である。ܘޱは14.7Dmを測る。֎面にはϋέϝがみられる。101の器種はෆ明で

あるが、ޱԑ୺෦のഁ片である。֎面にはϔϥなどによる֨ࢠঢ়のࠁみ文様がみられる。102は

ᙈのޱԑ෦のഁ片である。ܘޱは14.6Dmである。ޱԑ୺෦にࠁ目文様がみられる。103はᙈのఈ

෦片である。ఈ෦ܘは4.0Dmである。内֎面ともにϋέϝがみられる。104は鉢のఈ෦のഁ片とࢥ

われる。ఈ෦には指ԡさえの痕跡がある。֎面にはຏ໓しているがϛΨΩがみられる。105は鉢で、

෦֎面にはॎ٭。෦でഋ෦がܽଛしている٭ഋのߴは7.6Dmを測る。106はߴは12.5Dm、器ܘޱ

方向のϋέϝがあり、ԁܗのಁかしがある。107はߴഋの٭෦であり、ഋ෦がܽଛしている。٭

෦ܘは12.0Dmを測る。٭෦֎面にはॎ方向の面औりがある。108はߴഋの٭෦で、ഋ෦がܽଛし

ている。٭෦ܘは12.9Dmを測る。٭෦֎面にはॎ方向の面औりがある。

109 〜 112は溝̨̙265内から出土した弥生時代前期中༿〜後༿以߱にଐする土器片で、ࠞೖし

た遺物と考える。小片のため器種はෆ明であるが、ᰍ෦にಥଳを࣋つ。

（村田࿨߂）

ೄจ౔ث

౔1̨̠޵��（第29ਤ・第30ਤ152 〜 156）　113はޱԑ୺はわͣかな઀合面をհし２つのഁ片で

構成されているが、ಥଳのΩβϛ目のՃ޻がएׯ異なるため別ݸ体である可能性もある。ޱ৶୺

෦にもࠁみ目が施される。調整は֎面が൘ঢ়޻具によるॎ方向のφσ、内面はԣ方向のφσであ

る。଻土には௚３ܘmm以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼・νϟーτがؚまれる。114は深鉢ޱԑ෦である。

調整は内֎面൘ঢ়޻具によるԣ方向のφσである。଻土には௚̐ܘmm以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼

がؚまれる。115は深鉢ޱԑ෦である。調整は内֎面ෆ明である。଻土には௚̐ܘmm以下の石ӳ・

第28ਤ　溝̨̙265出土遺物実測ਤ（２）



京都府遺跡調査報告集　第 øüø 冊

-ûý-

௕石がؚまれる。116は深鉢ޱԑ෦である。調整は内֎面φσ調整である。଻土には௚３ܘmm

以下の石ӳ・௕石・֯ર石・Ӣ฼がؚまれる。117が深鉢಑෦である。ᰍ෦֎面は൘ঢ়޻具によ

るԣ方向のφσ、಑෦はέズリ、内面はφσである。଻土には௚３ܘmm以下の石ӳ・௕石がؚ

まれ、৭調౳は֯ર石をؚむ土器とྨࣅしている。118は深鉢ޱԑ෦である。調整は֎面ෆ明、

内面φσである。଻土には௚̐ܘmm以下の石ӳ・௕石がؚまれる。119は深鉢ޱԑ෦である。

調整は内֎面φσである。଻土には௚̐ܘmm以下の石ӳ・νϟーτがؚまれる。120は深鉢ޱ

ԑ෦である。調整は内֎面φσである。଻土には௚̐ܘmm以下の石ӳ・௕石・νϟーτがؚま

れる。121は深鉢ޱԑ෦である。調整は֎面が൘ঢ়޻具によるॎ方向のφσ、内面はԣ方向のφ

σである。଻土には௚３ܘmm以下の石ӳ・νϟーτ・੺৭ൗཻがؚまれる。122は深鉢಑෦で、

調整は内֎面φσである。଻土には௚̐ܘmm以下の石ӳ・௕石・νϟーτ・੺৭ൗཻがؚまれる。

123は深鉢ޱԑ෦で、調整は֎面が൘ঢ়޻具によるॎ方向のφσの後、෦分的にԣ方向のφσが

施され、内面はφσである。଻土には௚̑ܘmm以下の石ӳ・௕石がؚまれる。124はઙ鉢ޱԑ

෦で、調整は֎面έズリ、内面ϛΨΩである。଻土には௚３ܘmm以下の石ӳ・௕石がؚまれる。

125は深鉢ޱԑ෦で、内֎面の調整はෆ明である。137と同一ݸ体の可能性が指摘できる。௚̑ܘ

mm以下の石ӳ・௕石・֯ર石・Ӣ฼をؚむ。126は深鉢ޱԑ෦で、内֎面の調整はφσである。

௚３ܘmm以下の石ӳ・௕石をؚむ。127は深鉢಑෦で、֎面はφσ調整、内面はෆ明である。

௚̐ܘmm以下の石ӳ・௕石をؚむ。128は鉢ޱԑ෦で、調整は内֎面φσである。௚̐ܘmm以

下の石ӳ・௕石をؚむ。129は深鉢ޱԑ෦で、内֎面ともにφσ調整である。௚３ܘmm以下の

石ӳ・௕石をؚむ。130は深鉢ޱԑ෦で、内֎面ともにφσ調整である。௚３ܘmm以下の石ӳ・

௕石をؚむ。131は深鉢ޱԑ෦で、内֎面ともにφσ調整である。௚̐ܘmm以下の石ӳ・௕石

をؚむ。132は深鉢ޱԑ෦で、内֎面ともにφσ調整である。௚３ܘmm以下の石ӳ・௕石・ν

ϟーτ・੺৭ൗཻをؚむ。133は಑෦ಥଳ෦分で、調整は内֎面ෆ明である。௚３ܘmm以下の

石ӳ・௕石をؚむ。134はઙ鉢ޱԑ෦で、内֎面の調整はφσである。௚２ܘmm以下の石ӳ・

௕石をؚむ。135は಑෦ಥଳ෦分で、調整は内֎面ෆ明である。௚３ܘmm以下の石ӳ・௕石・

֯ર石・Ӣ฼をؚむ。136は಑෦ಥଳ෦分で、調整は内֎面φσである。３ܘmm以下の石ӳ・

௕石・νϟーτをؚむ。137は深鉢ޱԑ෦で、内֎面の調整はෆ明である。௚６ܘmm以下の石ӳ・

௕石・֯ર石・Ӣ฼をؚむ。138は深鉢಑෦で、ಥଳはṞ཭している。調整はᰍ෦֎面がφσ、

಑෦֎面がέズリ、内面はφσである。௚３ܘmm以下の石ӳ・௕石・νϟーτをؚむ。139は

深鉢಑෦で、調整はᰍ෦֎面がφσ、಑෦֎面がέズリ、内面はφσである。௚̐ܘmm以下の

石ӳ・௕石・֯ર石・Ӣ฼をؚむ。140は深鉢಑෦で、調整はෆ明である。௚̐ܘmm以下の石ӳ・

௕石・νϟーτをؚむ。141は深鉢ޱԑ෦で、内֎面の調整はφσである。௚̑ܘmm以下の石ӳ・

௕石・੺৭ൗཻをؚむ。142は深鉢ޱԑ෦で、内֎面の調整はφσである。௚３ܘmm以下の石ӳ・

௕石をؚむ。143と同一ݸ体の可能性がある。143は深鉢ޱԑ෦で、内֎面の調整はφσである。

௚３ܘmm以下の石ӳ・௕石をؚむ。144は深鉢಑෦で、内֎面の調整はෆ明である。௚̑ܘmm

以下の石ӳ・௕石・֯ર石がؚまれる。145は深鉢ޱԑ෦で、内֎面の調整はφσである。௚ܘ
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̐mm以下の石ӳ・௕石をؚむ。146は深鉢ఈ෦で、調整は֎面が൘ঢ়޻具によるڧいϋέある

いはέズリ、ఈ෦֎面も同じで、内面はφσである。௚̑ܘmm以下の石ӳ・௕石・νϟーτ・

੺৭ൗཻをؚむ。147はઙ鉢ఈ෦で調整は内֎面ϛΨΩである。௚̐ܘmm以下の石ӳ・௕石・

νϟーτをؚむ。148は深鉢ఈ෦で、調整は֎面έズリ、ఈ෦֎面がෆ明、内面はφσである。

第29ਤ　縄文土器実測ਤ
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第30ਤ　縄文土器・石器実測ਤ　
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௚̑ܘmm以下の石ӳ・௕石・੺৭ൗཻをؚむ。146と同一ݸ体の可能性がある。149はઙ鉢ఈ෦

の可能性のあるݸ体で、調整はෆ明である。௚３ܘmm以下の石ӳ・௕石をؚむ。150はఈ෦片で、

調整はෆ明である。௚３ܘmm以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼をؚむ。151はఈ෦片で、調整はෆ明で

ある。௚７ܘmm以下の石ӳ・௕石・νϟーτをؚむ。152は鉢ޱԑ෦で、内֎面の調整はද面

のṞ཭のためෆ明である。଻土には௚３ܘmmの石ӳ・௕石・੺৭ൗཻをؚむ。153は深鉢಑෦

片で、調整はෆ明である。௚̑ܘmm以下の石ӳ・௕石・֯ર石・Ӣ฼をؚむ。154は深鉢ᰍ෦で、

調整は֎面が൘φσ、内面はෆ明である。௚̑ܘmm以下の石ӳ・௕石・֯ર石・Ӣ฼をؚむ。

155はઙ鉢ޱԑ෦で、調整は֎面൘φσまたはϛΨΩ、内面は൘φσである。௚２ܘmm以下の

石ӳ・௕石をؚむ。156はઙ鉢ޱԑ෦で、調整は内֎面ともに൘ঢ়޻具によるέズリである。௚

。３mm以下の石ӳ・௕石をؚむܘ

౔ᆮ̨̠155（第30ਤ157）　157は土器棺に用いられていた深鉢である。಑෦片も多量に࢒され

ていたが、઀఺がなかったためਤ化できなかった。調整はᰍ෦֎面が൘ঢ়޻具によるॎ方向のφ

σ後ԣφσ、体෦֎面がέズリ、内面はφσである。௚̐ܘmm以下の石ӳ・௕石・νϟーτを

ؚんでいる。

第30ਤ158）��5̨̙ߔ 〜 163）　弥生時代の溝にࠞೖして出土した縄文土器である。158はઙ鉢

・mm以下の石ӳ・௕石̐ܘ具によるφσである。௚޻ԑ෦で、調整は֎面έズリ、内面は൘ঢ়ޱ

֯ર石をؚむ。159はઙ鉢ޱԑ෦で、調整は内֎面ෆ明でඇৗにຎ໓している。他のಥଳ文期の

縄文土器にൺべ古い時期に位置づ͚られる。௚２ܘmm以下の石ӳ・௕石・֯ર石をؚむ。160

は深鉢ޱԑ෦である。ޱ৶෦֎面にはಥଳのṞがれた痕跡が࢒されている。調整はෆ明で、௚ܘ

３mm以下の石ӳ・௕石・֯ર石・Ӣ฼をؚむ。161はແ文の鉢ޱԑ෦である。調整は内֎面φ

σ調整で、௚３ܘmm以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼をؚむ。162は深鉢ޱԑ෦で調整は内֎面φσで

ある。௚３ܘmm以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼をؚむ。163は土器体෦片で௜ઢで֨ࢠ目ঢ়の模様が

えがかれる。௚２ܘmm以下の石ӳ・௕石をؚむ。

ੴث（第30ਤ170 〜 175ʣɹ170はαψΧΠτ੡のṞ片で、ଧ面෦ଆはંれܽଛしている。ંれ面

の෩化が他のണ཭面と同じである。171はαψΧΠτ੡のṞ片で、എ面にはଧ面が࢒るϙδςΟ

ϒなണ཭面がある。฼ؠ分割をしたṞ片をૉࡐとした石֩からണ཭されたṞ片である。ଧ面は自

然面ଧ面である。172は自然面ଧ面を࣋つαψΧΠτണ片で末୺෦はંれているが、෩化面はす

べて同じである。173はॎに௕いαψΧΠτ੡のṞ片である。എෲ྆面のى෬が少なく、Ṟ片が

ബいことから྆極ണ཭の可能性が指摘できる。174はαψΧΠτ੡のṞ片で、ଧ面෦ଆはંれܽ

ଛしている。ંれ面の෩化が他のണ཭面と同じである。175はαψΧΠτ੡Ṟ片で、എෲのଧ఺

৔ほぼ同じ位置にあったと考えられ྆極ଧ法によるものと想定できる。　　　　　　（中川࿨࠸）

̐ɽখ݁

第１遺構面では、平安〜鎌倉時代の遺構として、条里制地割に༝དྷする坪境溝群を検出した。

　坪境溝群は、上෦が࡟平されているため新چ関܎はෆ明であるが、ෳ਺の溝がॏなっているঢ়

ଶで検出しており、ز度かの掘り௚しが行われたことをࣔしている。溝群の南ଆには、耕作溝と
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は深さが異なる東西方向の溝̨̙251があり、この時期のഉ水溝であったと考えられる。

また、平安時代中期の掘立柱建物跡２棟は、西にྡ઀する第６次調査の掘立柱建物跡と同じ主

࣠方向をもつ。同時期に同じ方位をもつ建物がྡ઀して建てられており、この平安時代の集落が

さらに東に広がることをࣔࠦする。

第２遺構面では、古墳時代中期末の古墳を新たに̐基検出した。これまでの調査でみつかった

古墳を合わせると６基になり、木津川の自然堤防上に多くの古墳が築かれていたことがわかった。

これまでの調査成果において、古墳時代中期の掘立柱建物跡や竪穴式住居跡が遺跡の南ଆで検

出されていた。また、今回、遺跡の北東ଆで同時期と൑அされる古墳時代中期末の小規模な古墳

が６基確認できたことから、遺跡の北東෦に古墳群がଘ在することが想定できる。

弥生時代については、調査地の北෦で南北方向の溝̨̙265を検出し、この溝が前期から後期

に掘り௚してར用されていることが出土遺物からみてとれる。この溝はさらに東΁Ԇͼることも

確認した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村田࿨߂）

（２）第10次調査（平成23年度）

̍ɽ調査ͷ֓ཁ

平成23年度の発掘調査は、平成22年度第９次調査区の南Ԇ௕෦に設定した調査区で実施した。

西ଆは平成14年度第６次調査区とྡ઀し、南ଆでは平成12年度第̐次調査９τϨンνと෦分的に

ॏෳする。遺構面までの深さが約３̼と深いため、掘࡟には安શなޯ配を設͚、中間に平ୱ面を

設͚て２ஈ掘りを実施して安શに౒めた。

出土遺物は、弥生時代後期、平安時代前・中期の遺物をわͣかにؚむが、12世紀末〜 14世紀、

古墳時代中期末、縄文時代晩期の３時期のものが主体である。時期や性֨が明確な遺構は、12世

紀末〜 14世紀のものと古墳時代中期末のものにݶられる。

̎ɽ૚Ґͱ૚ং

発掘調査地のඪߴは約28̼である。ݱ在の地ද面は約1.7̼の٬土からなる整地層であり、こ

の整地層は施設建設に൐うものである。整地層下面では、چ地දと考えられるະ分ղのѵྨをؚ

む૲木ྨが確認できた。چ地ද面のඪߴは約26.3̼である。

第31ਤは調査区東นのஅ面実測ਤである。２ஈ掘りのうち上ஈの１ஈ目の土層அ面は੝り土の

みで構成されるため割Ѫし、１ஈ目より下層の土層のみをఏࣔしている。また、調査区東அ面の

水平方向の௕さが௕いため、水平方向にରしԖ௚方向が1.5ഒになるようॖईを変ߋし、地層・

地ܗの特௃がݟやすくなるように替えている。

土層のଯ積ঢ়گについてஅ面ਤの南ଆからઆ明したい。第１層は੝り土でϒϩοΫঢ়の೪土や

コンΫリーτ片などをؚんでいる。第２層は、第̐次調査の９τϨンνを埋め໭した埋土である。

第６・７層は島畠଄成のために੝り上͛られた土層で、࠭のؚ有量が多く、ϚンΨンと考えられ
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第31ਤ　第10次東น土層அ面ਤ
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る׊৭のൗཻが多く認められる。これらの層には、ࡉ片の土器が集中することなく散発的にどの

に他の時期のแؚ層や遺構面をഁյして੝り土したࡍさからも出土することから、島畠を଄るߴ

ものと考えられる。島畠（第６・７層）の北ଆには、溝ঢ়の落ちࠐみがある。ߑ水による࠭層であ

る第̑層や南ଆの島畠から่落してଯ積したと考えられる第10 〜 14層で埋まっている。今回の

調査で検出した中世の坪境溝（第９層）と溝৺ʑ間のڑ཭で２̼཭れた位置で掘࡟されていること

がわかる。第15 〜 18層はϥϛφঢ়の構଄をもつ࠭層や࠭᛽層で、第19層の落ちࠐみ内のଯ積と

あわせて考えると、ߑ水で埋まる度にԿ度も掘りฦされていることがӐえる。第20・21層は島畠

଄成の੝り土と考えられる。その北ଆでは第19層のߑ水性のଯ積層があり、島畠෦分に近い南ଆ

ではཻࡉであるが、島畠から཭れた北ଆに行くにैいૈཻになっていく。その下の第40層はԣ方

向のϥϛφ構଄をもつ࠭層で、流れの中でଯ積したことをࣔしている。中世の溝群を検出した層

は第24・53層の上面で、これらの層は、第40層にൺべてཻࡉのଯ積物であることから、一つのը

期がݟ出せる。第19層より下で中世溝の検出面までのଯ積層は、調査区の北୺から約12.5̼の地

఺で島畠の଄成土と考えられる第57・58層΁と変わる。第26・30・36層は島畠の੝り土と੝り土

の間を埋めるようにଯ積しており、この東นஅ面の南から13̼、北から12.5̼の間のみ中世の耕

作溝群は良޷に࢒ଘしていた。調査区南ଆでは、耕作溝群より古い坪境溝の埋土にあたる第９層

の掘࡟面が耕作溝群掘りࠐみ面と約40Dmのൺߴがあり、中世ஈ֊には島畠の下層においても地

いことがわかる。また、第９次調査では、北ଆの島畠෦分（第20ߴがܗ 〜 21層）も耕作溝群より

古い遺構がߴい位置で検出されている。こうした島畠の下層でも耕作溝群が検出されているが、

いͣれも検出面からの深さがઙいことや、検出した਺が少ないことから、後世に࡟られたものと

考えられる。これらのことから、耕作溝群が作られた範囲は、溝が掘࡟された時఺から௿い位置

にあるものとਪ定される。それΏえ、古い平安時代以前の遺構はଘ在していないものと考えられ

る。

遺構検出面はೋ面あり、第１遺構面では主として中世耕作溝群を検出した。第２遺構面では、

中世・古墳時代の遺構を検出した。南ଆの第１遺構面では、北ଆの第２遺構面と同じ時期の遺構

があり、南ଆの第２遺構面では෩౗木痕しか検出できなかった。縄文時代の遺物などが遺構検出

面で散ݟされたことから、下層に縄文時代の遺構面がଘ在することが想定された。そのため、調

査区の南෦において、第２遺構面より下の土層確認用のαϒτϨンνをೖれて土層の࡯؍をした

とこΖ、୸化物がڽ集する土層が確認できたため、෦分的に面的に֦͛て調査を実施した。縄文

時代の調査時の地層については縄文時代の遺構の෦分でઆ明したい。

̏ɽݕग़遺ߏ

ʢ̍ʣத （ੈ第36ਤ）

Ҫ1̨̚ށ��（第33ਤ）　平面ܗが方ܗをఄする井戸跡で、調査区北辺で検出した。井戸࿮౳の

内෦施設やその痕跡を検出することはできなかった。井戸のఈ෦は᛽層にୡしており、水຺まで

౸ୡしていたものとࢥわれる。᛽層෦分やその上位の೪土質の地層などに水がཷまることによる
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第33ਤ　井戸̨̚109・116、土坑̨̠130・153実測図
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ፘりࠐみなどがݦ著に認められないことから、ຊདྷは井戸࿮౳の内෦施設があり、廃غ時にஸೡ

にൈきऔられたものと考えられる。出土遺物には土師器ࡼ・瓦器࿶・灰釉陶器（第40ਤ１〜̑）が

あり、13世紀後༿のものが中৺である。井戸の一辺の௕さは1.7̼、深さは2.2̼を測る。

Ҫ11̨̚ށ�（第33ਤ）　調査区北辺の̨̚109の西ଆにྡ઀して検出した。平面ܗがԁܗをఄ

する井戸跡である。井戸のఈ෦は༙水層となる᛽層までୡすることなくシルτ質の層でऴわって

いることから、ྲཱྀ め井戸であった可能性がߴい。井戸ఈ෦には௚40ܘDmのԁܗの落ちࠐみがあり、

瓦器࿶（第40ਤ６〜９）がある。井・ࡼ物がਾえられていた可能性もある。出土遺物には土師器ۂ

戸の௚ܘは２̼、深さは１̼を測る。

౔1̨̠޵��（第33ਤ）　耕作溝群を検出した面を、ॏ機掘࡟によって下͛た時఺で検出した௕

方ܗの土坑である。平面ܗから土ᆮ墓の可能性も認められたので、৻ॏに棺痕跡の検出に౒めた

が確認できなかった。土坑の௕࣠はほぼਅ東西方向を向き、周辺の地割と同じである。出土遺物

はなく、時期はෆ明である。௕辺2.1̼、୹辺0.9̼、深さ20Dmを測る。

౔15̨̠޵�（第33ਤ）　調査区北ଆで検出した۱ؙ௕方ܗの土坑である。出土遺物はなく遺構

の年代はෆ明であるが、他の௕方ܗの土坑が中世に଄られた可能性がߴいことから、中世のもの

とみておく。土坑の௕辺は1.2̼、୹辺0.5̼、深さ20Dmを測る。

౔1̨̠޵��（第33ਤ）　耕作溝群と同じ面で検出した௕方ܗをఄする土坑である。平面ܗから

土ᆮ墓の可能性も考えられ、৻ॏに棺痕跡の検出に౒めたが確認できなかった。出土遺物はなく、

時期はෆ明である。௕辺は1.5̼、୹辺0.9̼、深さ20Dmを測る。

02を検出した調査区南ଆではすでに第１遺構面検出時に、もと̨̙　（第35ਤ）��̨̙ߔڥ௶

もと他の৔所よりߴくなっており、すでに下位の遺構面まで࡟られていた。そのため第１遺構面

測量時には̨̙01を࢒すため掘࡟を行わͣ、ॏ機による下層΁の掘り下͛時に、南୺෦はすでに

下層が࿐ఄしており他の下層の

遺構と一ॹに掘࡟をਐめた。多

くの遺物が出土したが、その多

くが検出した溝の東ଆで出土し

た。出土遺物には土師器ࡼ・瓦

器ࡼ・瓦器࿶・ന磁࿶・土師質

のӋזなどがある。土師器ࡼや

瓦器࿶はܗ׬཰がߴく、その৔

で廃غされたような出土ঢ়ଶで

あったが、ന磁࿶やӋזについ

てはそうではない。遺物は12世

紀末〜 13世紀ॳ಄のもので、後

ड़の耕作溝群よりも古い時期の

ものである。溝の෯約３̼、深 第34ਤ　柱穴̨̥113・122実測ਤ
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さ約10Dm、検出௕は15̼を測る。

ப̨̥݀�1　中ԝ෦付近で、耕作溝群検出面で検出した柱穴跡である。平面ܗがԁܗで、中

ԝ෦には土器片が立ったঢ়ଶで出土した。௚20ܘDm、深さ25Dmを測る。出土遺物には須恵器፻

Ͷ鉢がある。

ப̨̥݀11�（第34ਤ）　平面ܗが۱ؙ方ܗをఄし、掘ܗఈ෦にはૅ൘の代わりと考えられる൘

ঢ়の᛽がਾえられていた。柱掘ܗは一辺45Dm、深さ30Dmである。柱掘ܗ内からは土師器ࡼ・瓦

器࿶・須恵器፻Ͷ鉢が出土している。13世紀後༿の年代が༩えられる。

ப̨̥݀1��（第34ਤ）　平面ܗが۱ؙ௕方ܗをఄする柱跡である。柱掘ܗは௕辺40Dm、୹辺

30Dm、深さ25Dmである。出土遺物には土師質のӋז、土師器ࡼがあり、Ӌזが柱ൈきऔり後に

第35ਤ　溝̨̙02・105・108・115実測ਤ
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౤ೖされたもので、土師器ࡼは掘ܗ内からの出土である。

中世耕作溝面を１ஈ掘り下͛て検出した෯の広い溝で、東୺が調査区内でऴわる　115̨̙ߔ

ঢ়をࣔす。出土遺物はほとんどなく、瓦器片があるだ͚であるが、ࠞೖの可能性もあり時期はܗ

特定できない。埋土にബい࠭層をڬむなど中世の溝群とのྨࣅ性から、中世に位置づ͚た。溝の

主࣠は西で̐°北にৼり、検出௕13̼、෯2.5̼、深さ20Dmを測る。

第32ਤʣ）܈ߔ࡞ߞ

調査区の中ԝ෦から南෦にか͚て、東西およͼ南北方向の耕作溝を多਺検出した。調査区北ଆ

では耕作溝はかなりまばらになる。遺構の੾り合い関܎から、東西方向の溝より南北方向の溝が

新しいことがわかる。溝の埋土には、ཻࡉの࠭層をڬんでいる特௃が認められる。この耕作溝群

については、時期の൑明するものをऔり上͛てઆ明する。

調査区南୺で検出した東西方向の耕作溝である。坪境溝̨̙02の中ԝ෦にઠたれ　�1̨̙ߔ

たもので、他の溝にൺべ深く、坪境溝を౿ऻした溝の可能性が指摘できる。෯約0.2 〜 0.4̼、深

さ約0.5 〜 0.9̼、検出௕は12.2̼を測る。土師器ࡼ・瓦器࿶などが出土している（第41ਤ18 〜

34・74）。13世紀後半ࠒの遺構である。

調査区南୺で検出した東西方向の耕作溝である。̨̙01の北ଆに平行して検出し　��̨̙ߔ

た。෯約0.2 〜 0.4̼、深さ約0.2 〜 0.4̼、検出௕は7.1̼を測る。土師器ࡼ・瓦器࿶などが出土し

ている（第42ਤ78 〜 84・88）。13世紀後半ࠒの遺構である。

調査区南୺で検出した東西方向の耕作溝である。̨̙01・04の北ଆに平行して検　�5̨̙ߔ

出した。෯約0.1 〜 0.3̼、深さ約0.2 〜 0.3̼、検出௕は10.5̼を測る。

調査区南୺෦で検出した東西方向の耕作溝である。෯約0.2̼、深さ約0.1̼、検出　��̨̙ߔ

௕8.9̼を測る。土師器ࡼが出土している（第42ਤ85）。

、調査区南୺෦で検出した東西方向の耕作溝である。̨̙09の北ଆに平行しており　�1̨̙ߔ

東୺で合流している。෯約0.35 〜 0.65̼、深さ約10 〜 30Dm、検出௕12.5̼を測る。土師器ࡼが

出土している（第42ਤ86）。

調査区中ԝ෦で検出した東西方向の耕作溝である。෯約0.3　�1̨̙ߔ 〜 0.7m、深さ約10 〜

40Dm、検出௕は13.3̼を測る。土師器ࡼが出土している（第42ਤ87）。

調査区中ԝ෦西よりで検出した南北方向の耕作溝である。෯約0.25　�1̨̙ߔ 〜 0.6̼、深さ

約10 〜 20Dm、検出௕20.5̼を測る。瓦器࿶が出土している（第42ਤ91）。

調査区中ԝ෦西よりで検出した南北方向の耕作溝である。̨̙19のすぐ東ྡにあ　��̨̙ߔ

り、北がだんだんと東ଆにͻΖがっている。෯約0.25̼、深さ約10 〜 20Dm、検出௕19.3̼をは

かる。瓦質の鉢が出土している（第42ਤ94）。

。調査区中ԝ෦で検出した東西方向の耕作溝である。̨̙13とほぼ平行している　��̨̙ߔ

෯約0.35̼、深さ約20 〜 40Dm、検出௕13.7̼を測る。

調査区中ԝ෦で検出した東西方向の耕作溝で、̨̙27に੾られている。෯約0.3　�5̨̙ߔ 〜

0.5̼、深さ約10 〜 Dm、検出௕は10.2̼を測る。古੉戸灰釉࿶が出土している（第42ਤ95）。
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調査区南ଆで検出した東西方向の耕作溝である。̨̙09、̨̙10にほぼ平行して　��̨̙ߔ

いる෯約0.15 〜 0.3̼、深さ約30 〜 50Dm、検出௕12.8̼を測る。須恵器֖が出土した（第42ਤ

104）。

調査区中ԝ෦で検出した東西方向の耕作溝である。෯約0.5̼、深さ約50Dm、検出　��̨̙ߔ

௕約1.8̼を測る。瓦器࿶が出土している（第42ਤ99）。

調査区北ଆで検出した東西方向の耕作溝である。෯約0.4　��̨̙ߔ 〜 0.6̼、深さ約10 〜

60Dm、検出௕7.8̼を測る。੨磁࿶ߴ୆が出土している（第42ਤ93）。

調査区北୺෦東よりで検出した南北方向の耕作溝である。෯約0.2̼、深さ約10　��̨̙ߔ 〜

40Dm、検出௕10.4̼を測る。瓦質Ꭼ鉢が出土している（第42ਤ105）。

調査区北୺෦西よりで検出した東西方向の耕作溝である。෯約0.5̼、深さ約　��̨̙ߔ

80Dm、検出௕2.1̼を測る。瓦器࿶が出土している（第42ਤ100）。

調査区北୺෦で検出した東西方向の耕作溝である。෯約0.4̼、深さ約20　��̨̙ߔ 〜 30Dm、

検出௕1.5̼を測る。瓦器࿶が出土している（第42ਤ101）。

1�5ɾ1��（第36ਤ）　調査区北୺෦で検出した東西方向の溝である。他の溝と同じよう̨̙ߔ

なʮ̪ʯ字ঢ়のܗঢ়をࣔすが、̨̙105と̨̙108は近઀して掘られたのち１ຊの溝として機能し

たようである。そのため２つの溝の前後関܎はෆ明である。土師器のࡼと瓦器࿶が׬શなܗでま

とまって出土した（第35ਤ）。土師質のӋזのഁ片と考えられるものは２つの溝がそれͧれಠ立し

ていた時期のଯ積土からの出土した。ࡼ・࿶などの࢒ଘঢ়ଶや出土量が多の遺構にൺべて良޷で

あるため、耕作溝というよりも生活ۭ間を区ըした溝の可能性がߴい。෯約0.4̼、深さ約25Dm、

検出௕1.5̼を測る。土師器ࡼ・瓦器࿶が出土している（第42ਤ106 〜 142）。

ᶄݹ෿࣌୅

෿̨̭1��（第37ਤ）　̨̙120・121で区ըされた古墳で、東半分が調査区֎となる。検出しݹ

た溝を൓సするとീ֯ܗをఄするが、第９次調査ではඇৗに変ܗした方墳を検出していることか

ら、ෆ整ܗな方墳ないしԁ墳と൑அする。主体෦は࢒在していなかった。

が２か所でۂͼ北ଆの溝である。֯度が120°ほどの۶ٴ古墳西ଆ　（第37ਤ）��1̨̙ߔ෿पݹ

確認できた。۶ۂ෦中ԝで土師器ᆵ（第43ਤ145）が出土している。֤辺の௕さは、൓時ܭ回りで

北から３̼、5.5̼、２̼で෯は1.3̼、深さ25Dmを測る。

平されて్絶えているが、南辺の中で深い෦࡟120が南෦で̨̙　（第37ਤ）1�1̨̙ߔ෿पݹ

分が検出されたものと考えられる。西ଆはઙくなり్੾れ、東ଆは調査区֎にԆͼる。溝中ԝ෦

では須恵器ഋ਎・ഋ֖を主体とする土器が集積して出土した。ഋ਎とഋ֖はਖ਼位置で出土し、૊

み合わされているものが多かった。そのほかに￲、土師器ᆵがあった（第43ਤ144・146 〜 162）。

溝の検出௕は約2.5̼、෯1.1̼、深さ10Dmを測る。　

ঢ়の溝で、第９次調査で検出したԁ墳ހ調査区北ଆで検出したԁ　（第37ਤ）��1̨̙ߔ෿पݹ

̨̭１の南ଆ周溝に当たる。出土遺物には土師器鉢がある（第43ਤ143）。̨̭１の௚ܘは約11̼

になる。周溝のஅ面はʮ̪ʯ字ঢ়をఄし、෯１̼、深さ40Dmを測る。
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第38ਤ　縄文時代文化層確認用調査区平・அ面ਤ

第39ਤ　縄文土器出土ঢ়گਤ
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ঢ়から古墳のܗ調査区北西۱で検出した溝である。埋土の৭調や　（第37ਤ）��1̨̙ߔ෿पݹ

周溝と考えた。第６次調査で検出されていないことから௚10̼ܘ以下の古墳と考えられる。溝内

෦からは๰਴ंが出土している（第46ਤ193）。検出௕２̼、෯１̼以上、深さ25Dmである。

ᶅೄจ࣌୅

縄文時代の遺物は、調査地北ଆで第２遺構面を精査中に他の時代の遺物とڞに出土していた。

そのため、北ଆについてはさらに15Dmほど掘࡟し遺構精査をࢼみたとこΖ、第38・39ਤでࣔし

たように、土器や石器がඪ25.1̼ߴ付近でுり付いたようなঢ়ଶで検出できた。中にはম土もあ

り、土器も֎面が下ଆになるように࢒ଘしていたことから、縄文時代の生活面または遺構のচ面

である可能性も想定された。縄文土器はいͣれも晩期のものと൑அされる。

第38ਤは層位の項でड़べたように、下層の土層・遺構の有ແを確認するためのαϒτϨンνで

認められた୸化物のڽ集層（第７層下෦）の性֨を明らかにする目的で、10ʷ10̼の面的な調査を

行うためのτϨンνと̑ʷ７̼の下層の土層࡯؍用の深掘りをしたτϨンνを઀ଓして設͚た。

西นの土層࡯؍では、北に向かって地層のଯ積が下がっていくことがわかり、ϥϛφঢ়のଯ積を

された。地層は෦分によってཻ度や৭調が異なって࡯؍せる෦分や࠭層がؚまれていることがݟ

いる。第２層上面がࣼ܏していく෦分でম土を検出した。その層ཧ面を精査したとこΖ、中世の

遺構埋土をもつ਺か所のߌ跡を検出しただ͚で、遺構・遺物は検出できなかった。ম土について

は性֨がෆ明であるが、୸ཻをؚむ෦分が遺跡内の同層位にશ体的に広がることから、人޻的な

Րೖれや自然に発生した໺Րの可能性が指摘できる。調査区北෦の縄文時代遺構検出面よりは下

位に位置づ͚られる。

̐ɽग़౔遺෺

ᶃதੈ

Ҫ1̨̚ށ��（第40ਤ１〜̑）　１は土師器のࡼである。２は灰釉陶器の࿶ఈ෦である。他の遺

物より古いものでࠞೖと考えられる。３〜̑は大࿨型瓦器࿶である。いͣれも13世紀中ࠒの年代

が༩えられる。

Ҫ11̨̚ށ�（第40ਤ６〜８）　６は土師器ࡼである。７・８は瓦器࿶である。いͣれも13世紀

中ࠒの年代が༩えられる。

ப̨̥݀�1（第40ਤ10・14）　10は東೻系須恵器片ޱ鉢のఈ෦である。14は東೻系の須恵器片

。ԑ෦である。12世紀末から13世紀ॳ಄の年代が位置づ͚られるޱ鉢のޱ

ப̨̥݀11�（第40ਤ９・12・13・15・16）　９は土師器ࡼである。12・13は瓦器࿶である。15

は須恵器片ޱ鉢ޱԑ෦である。16は土師器のӋזである。̨̥122のഁ片と઀合する。௳下面か

ら಑෦֎面はഗによってࠇ৭をఄする。଻土には௚̐ܘmm以下のνϟーτ・石ӳ・௕石のཻ࠭

をؚむ。

ப̨̥݀1��（第40ਤ11・17）　11は土師器ࡼである。17は土師器のӋזである。଻土には௚ܘ

̑mm以下のνϟーτ・石ӳ・௕石のཻ࠭をؚむ。
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第41ਤ18）�1̨̙ߔ 〜 34・74）　18 〜 23は土師器ࡼである。18はޱԑ୺෦が֎൓し、深い器

である。25ࡼにൺべനく৭調や଻土が異なる。24は瓦器ࡼをࣔす。଻土も他の土師器ܗ 〜 34は

大࿨型の瓦器࿶である。74は上面に布目、下面に縄タタΩをもつ瓦片である。

第41ਤ35）��̨̙ߔ 〜 73・75 〜 77）　35 〜 50は土師器ࡼである。51 〜 54は瓦器ࡼである。

55はന磁࿶ఈ෦である。56 〜 71は大࿨型瓦器࿶である。72は土師器ᙈのޱԑ෦である。73・75

〜 77は土師器のӋזである。73・76・77は௚３ܘmm以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼をؚみ、75は௚ܘ

３mm以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼・νϟーτをؚむ。

第42ਤ78）��̨̙ߔ 〜 84・88）　78 〜 80・83は土師器ࡼである。82は瓦器ࡼである。81・84

は瓦器࿶である。88は東೻系須恵器片ޱ鉢のޱԑ෦である。

。であるࡼ85は土師器　（第42ਤ85）��̨̙ߔ

。であるࡼ86は土師器　（第42ਤ86）�1̨̙ߔ

。ԑ෦であるޱ89は土師器ᙈ　（第42ਤ89）�1̨̙ߔ

。であるࡼ87は土師器　（第42ਤ87）�1̨̙ߔ

。91は瓦器࿶ఈ෦で、ຎ໓のため内֎面の調整はෆ明である　（第42ਤ91）�1̨̙ߔ

。ԑ෦であるޱ94は瓦質の鉢　（第42ਤ94）��̨̙ߔ

。であるࡼ98は土師器　（第42ਤ98）�1̨̙ߔ

。ԑ෦であるޱ92は須恵器鉢　（第42ਤ92）��̨̙ߔ

　。95は古੉戸灰釉࿶である　（第42ਤ95）�5̨̙ߔ

。ԑ෦であるޱ鉢のޱ90は東೻系須恵器片　（第42ਤ90）�5̨̙ߔ

以前の遺物で、同時期の遺物はࠒ104は須恵器֖である。平安時代中　（第42ਤ104）��̨̙ߔ

瓦をআいてほとんど出土していない。

第40ਤ　井戸ٴͼ柱穴出土遺物実測ਤ



京都府遺跡調査報告集　第 øüø 冊

-ýû-

第41ਤ　地境溝4%01・02出土遺物実測ਤ　



椋ノ木遺跡第９・10 次発掘調査報告

-ýü-

。られるݟ102は土師質のᎬ鉢である。Ꭼり目が３条　（第42ਤ102）��̨̙ߔ

。96は大࿨型瓦器࿶である　（第42ਤ96）��̨̙ߔ

。99は大࿨型瓦器࿶である　（第42ਤ99）��̨̙ߔ

。103は土師質のᎬ鉢片である　（第42ਤ103）�5̨̙ߔ

第42ਤ　耕作溝群出土遺物実測ਤ
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。୆෦分であるߴ93は੨磁࿶の　（第42ਤ93）��̨̙ߔ

。105は瓦質Ꭼ鉢のఈ෦である　（第42ਤ105）��̨̙ߔ

　。100は大࿨型瓦器࿶である　（第42ਤ100）��̨̙ߔ

　。101は大࿨型瓦器࿶である　（第42ਤ101）��̨̙ߔ

　。97は古੉戸灰釉࿶である　（第42ਤ97）��̨̙ߔ

1�5ɾ1��（第42ਤ106̨̙ߔ 〜 142）　106 〜 127は土師器ࡼである。128 〜 142は大࿨型瓦器

࿶である。

ᶄݹ෿࣌୅

145は土師器のᆵ಑෦である。調整は֎面下半෦がέズリ、上半෦が　（第43ਤ145）��1̨̙ߔ

ϋέのちφσで、内面はέズリのちφσである。଻土には最大ܘが̐mmఔ度の௕石・石ӳ・ν

ϟーτ・੺׊৭ൗཻをؚみ、৭調はᒵ৭（2.5:37/6）である。

第43ਤ144 ・146）1�1̨̙ߔ 〜 162）　144は土師器のᆵ಑෦である。内֎面の調整は、ද面の

Ṟ཭のためෆ明である。଻土には最大ܘが３mmఔ度の௕石・石ӳ・νϟーτ・੺׊৭ൗཻをؚみ、

৭調はᒵ৭（2.5:37/6）である。146は׬શなܗで出土した須恵器ഋ֖である。ܘޱは10.8Dmであ

る。147は須恵器ഋ֖で159にඃさるように大きなഁ片が෴ったঢ়ଶで検出された。ܘޱは12.3Dm

である。148は149とޱԑを合わせたঢ়ଶで、ਖ਼位置をอって出土したഋ֖である。ഋ਎とはম成

第43ਤ　古墳周溝出土遺物実測ਤ
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や଻土、ड͚෦の大きさが異なるが、֖ としてかみ合うことは可能である。ܘޱは12.3Dmである。

149は148とରになる須恵器ഋ਎である。ܘޱは10.6Dmである。150は土器群中ԝ෦分から151と૊

み合わされたਖ਼位置のঢ়ଶで発ݟされた。151のड͚෦にରしてܘޱが大きい。ܘޱは12.5Dmで

ある。151は150とରになるഋ਎である。ఈ෦にはԣ一文字の۳ඳが施される。ܘޱは10.4Dmであ

る。152は153と૊み合わされたਖ਼位置のঢ়ଶで発ݟされた須恵器֖である。153のड͚෦੄が152

のܘޱよりも大きく、ඃせることは可能であるが、׬શにはかみ合わない。ܘޱは11.3Dmである。

153は須恵器ഋ਎である。152とରをなす。154は155の下位にॏなってޱԑを上にしたঢ়گで出土

した須恵器ഋ֖である。ܘޱは11.2Dmである。155は154の上にॏなって出土した須恵器ഋ਎であ

る。155の上には160の಑෦がॏなる。ܘޱは9.7Dmで、154のഋ਎֖とはਖ਼しく૊み合い、଻土・

ম成もྨࣅしている。ఈ෦には３ຊの௚ઢをަࠩさせたϔϥඳが施される。156は157とਖ਼位置で

૊み合わされたঢ়ଶで出土した須恵器ഋ֖である。ܘޱは11.0Dmである。157は156とରになる須

恵器ഋ਎で、ఈ෦֎面には一චによるϔϥඳきが施される。ܘޱは9.7Dmである。158は159と૊

み合わされて、ਖ਼位置のঢ়ଶで置かれた須恵器֖である。ܘޱは11.5Dmである。159は158とରを

なす須恵器ഋ਎である。ఈ෦֎面には一චでϔϥඳきが施され、ܗঢ়は157のものにࣅている。

は9.8Dmである。160はਖ਼位置で出土した須恵器のഋ਎である。ఈ෦にはʮくʯ字ঢ়のઢ分とܘޱ

௚ઢを૊み合わせたϔϥඳきが施されている。ܘޱは9.3Dmである。162は須恵器￲である。ᰍ෦

֎面には６条を単位とした۳ඳ೾ঢ়文が施され、಑෦ݞには̐ݸを１単位とするྻ఺文が施文さ

れる。ఈ෦以֎は回సԣφσ、ఈ෦はタタΩの後、φσ調整である。161はॏ機掘࡟時に̨̙121

検出面で出土した須恵器￲಑෦である。１片のഁ片のみで他のഁ片は出土していない。

いԣφσのため֎൓する。৭調ڧԑ෦はޱ。143は土師器の鉢である　（第43ਤ143）��1̨̙ߔ

はᒵ৭（2.5:37/6）をఄし、௚２ܘmm以下の௕石・੺׊৭ൗཻ・Ӣ฼をؚむ。

แؚ૚ग़౔౔ث（第44ਤ163 〜 177：縄文土器をআく）

163は弥生時代後期のߴഋ٭෦である。この時期の遺物はこの٭෦のみである。֎面の調整は

第44ਤ　แؚ層出土遺物実測ਤ
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ෆ明で、内面はέズリである。଻土には̐ܘmm以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼・νϟーτ・੺৭ൗཻ

をؚむ。164は調査区東น精査中に出土した土師質のख፻Ͷの鉢である。時期はෆ明であるが、

଻土に目立ったཻ࠭がؚまれͣ、৭調が中世の土師器ࡼとࣅࠅしている。165は土師質のϛχν

ϡΞӋזである。内֎面ともにφσ調整で௚３ܘmm以下の֯ுった௕石・石ӳのཻ࠭をؚむ。

166は瓦質の鉢ޱԑ෦である。14世紀以߱の年代が༩えれる。167は遺構精査中に出土した土師器

る。168は遺構精査中に出土した৴楽ম࢒用された痕跡が࢖としてࡼԑ෦には౮明ޱ。であるࡼ

片ޱ鉢である。14世紀の年代が༩えられる。169は調査区北ଆの第１遺構面精査中に出土したཾ

ઘ༼系੨磁࿶のޱԑ෦である。170は調査区の北෦でॏ機掘࡟中に出土したཾઘ༼系੨磁࿶のߴ

୆෦である。171はॏ機掘࡟中に出土したന磁࿶のఈ෦である。172は灰釉陶器࿶のఈ෦である。

体෦֎面にはπέΨέによる施釉が施され、内面は釉ༀがṞ落する。ࠐݟみ෦分ٴͼ֎面には施

釉されない。10世紀前半に位置ਤ͚られるԐ౤ં戸53号༼に併行するものと考えられる。173・

174は古੉戸灰釉࿶のޱԑ෦である。175は土師質のӋޱזԑ෦である。௚３ܘmm以下の石ӳ・

௕石・Ӣ฼をؚむ。176は৴楽ম፻鉢またはᎬ鉢のఈ෦である。内面は࢖用によると考えられる

ຎ໓のため平׈である。177は平瓦片である。

ᶅೄจ౔ث（第45ਤ178 〜 189）

178は古墳周溝̨̙127出土の縄文時代晩期のધڮ式土器深鉢ޱԑ෦である。଻土には３ܘmm

以下の石ӳ・௕石をؚむ。179は調査区北෦の精査中に出土した縄文時代晩期のધڮ式土器深鉢

。ԑ෦であるޱ３mm以下の石ӳ・௕石・੺৭ൗཻをؚむ。180は深鉢ܘԑ෦である。଻土にはޱ

଻土には石ӳ・௕石・Ӣ฼・֯ર石をؚむ。181は調査区北ଆॏ機掘࡟中に検出した、縄文時代

晩期のધڮ式土器深鉢಑෦である。଻土には̐ܘmm以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼片をؚむ。182は

188と同じ৔所から出土した縄文時代晩期のધڮ式土器深鉢಑෦で、଻土には̐ܘmm以下の石

ӳ・௕石・Ӣ฼・֯ર石をؚむ。183は̨̚109埋土から出土した縄文時代晩期のધڮ式土器深鉢

಑෦で、଻土には３ܘmm以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼をؚむ。184は調査区の北෦精査中に出土し

た縄文時代晩期のધڮ式土器深鉢಑෦で、଻土には３ܘmm以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼・֯ર石を

ؚむ。185は̨̚109埋土から出土した縄文時代晩期のધڮ式土器深鉢಑෦で、଻土には３ܘmm

第45ਤ　縄文土器実測ਤ
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以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼をؚむ。186は調査区の北෦精査中に出土した縄文時代晩期のધڮ式土

器深鉢಑෦で、଻土には３ܘmm以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼をؚむ。明確な֯ર石は認められない

が他の֯ર石をؚむݸ体と৭調は同じである。187は̨̙127出土の縄文時代晩期ધڮ式土器の深

鉢಑෦で、଻土には６ܘmm以下の石ӳ・௕石・νϟーτ・੺৭ൗཻをؚむ。188は調査区北෦

で出土した縄文時代晩期のધڮ式土器深鉢಑෦で、଻土には６ܘmm以下の石ӳ・௕石・Ӣ฼・

֯ર石をؚむ。189は縄文土器ఈ෦である。̐土器（第39ਤ）の෦分から出土した。

ᶆమث（第46ਤ）　190はแؚ層出土のమ᭲である。ઌ୺෦が２つに分れたأຢܗで、中ԝ෦に

はٯ三֯ܗのಁかしが設͚られる。શ௕7.9̼m、最大෯3.2D̼を測る。191は๮ঢ়のమ੡඼で、

中ԝ෦でଠさが異なる。᭕が深くٴんでおりਖ਼確なܗঢ়はෆ明であるが、௕ᰍ᭲と考えられる。

。ଘ௕９Dm、෯0.7Dm、ްさ0.5Dmを測るݱ

ᶇੴثɾੴ੡඼（第46ਤ）ɹ192は̨̙105出土の׈石੡石ುの಑෦である。内面は平׈に࢓上͛

られているが、֎面はᮓ跡が࢒り、ഗが付ணする。193は古墳周溝̨̙129内から出土した׈石੡

๰਴ंである。上面のࣼ܏෦には࡟った痕が์ࣹঢ়に࢒される。

以下でड़べるαψΧΠτ੡石器はすべて古墳の周溝である̨̙127掘࡟中に出土した。194・

195はแؚ層出土の平基ແܪのαψΧΠτ੡石᭲である。194はશ௕２Dm、෯1.5Dm、ް さ0.2Dmで、

195はશ௕1.5Dm、෯1.1Dm、ްさ0.3Dmである。196・197は自然面ଧ面から作り出されたԣ௕Ṟ

片のઌ୺෦をഎ面からの２次Ճ޻によってਕを付͚たαψΧΠτ੡の࡟器である。197はશ௕

2.6Dm、෯4.2Dm、ްさ0.8Dmを測る。196はαψΧΠτ੡のṞ片でෲ・എ面ともにଧᚅの発ୡが

第46ਤ　మ器・石器実測ਤ
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๡しく、ଧ面෦がઢঢ়であることから、྆極ଧ法によるṞ片と考えられる。શ௕.3.3Dm、෯

2.5Dm、ްさ0.4Dmである。198はՖቋؠ੡の石ࡼ片である。࢖用された面は中৺に近い෦分に向

ってくぼむように؇やかにኩۂし、平׈である。

̐ɽখ݁

ᶃ調査区中ԝ෦分を中৺に中世の耕作溝を多਺検出した。出土遺物には瓦器࿶や土師器などが

あるが、いͣれも小片でҙਤ的に౤غされたঢ়گではなかった。遺物は平安時代から14世紀まで

のものがؚまれている。

溝には南北方向のものと東西方向のものがଘ在し、ॏෳ関܎から南北方向のものが新しい。南

北方向の溝には、その溝の向きから約2.7̼間ִにରになって掘࡟されたことがわかる。こうし

たঢ়گから、東西方向の溝もまた同じように作られたことがରになる溝の特௃からྨਪされる。

溝はそれͧれৄしく調査すると、܃や܃をଧちࠐんだ痕跡がఈ面に࢒され、人力による掘࡟で

あることがわかる。

ᶄ調査区南ଆで坪境溝を検出した。検出した最も古い溝は、12世紀末から13世紀ॳ಄のڙહ具

を中৺とする土器群が౤غされた土࠭で埋まっており、その上に１ஈ֊新しい遺物をؚむ溝が掘

られていた。島畠෦分にも溝が確認でき、ߑ水や人ҝ的な土地のվ変をड͚ても地割が౿ऻされ

てきた様ࢠが明らかになった。

ᶅ平安時代の10世紀中༿の大型掘立建物群が第９次調査地で発ݟされているが、今回の調査地

では遺物をؚめ、同時代の遺構は検出できなかった。今回の調査地は大型の建物の近くに位置す

るにも関わらͣ、同時期の遺物がଘ在しないのは、調査区中ԝ෦にݟられる地層のҌ෦がߑ水に

よってܗ成されたもので、それ以前の遺物や遺構をચい流したためと考えられる。その時期に関

しては14世紀以前ということしか൑らない。

ᶆ古墳を３基検出したが、南に行くほどその࢒ଘঢ়ଶがѱい。前ड़したようにҌ෦に向かうに

ैい、周溝の࢒ଘঢ়ଶがѱくなることとなる。主体෦はすでに࡟平のため࢒されていなかった。

ᶇ今回の調査では縄文時代の遺構は検出できなかったが、北ଆの第９次調査ྡ઀地では、遺構

検出可能な面がଘ在することが確認できた。

·ͱΊ

第６次調査の報告でもड़べられているように、木津川にྡ઀した当遺跡においては、ߑ水によ

る࡟平や島畠଄成による࡟平などによって、ඞͣしもかつてଘ在していた遺構が࢒されていない

可能性もあるが、第９次調査と第10次調査およͼ第６次調査、第̐次調査の݁果をもとにݱ在明

らかになったことをまとめていきたい。

調査区内では縄文時代後期以前と考えられる土器片が出土している。第６次調査ではෆ定ܗな

落ちࠐみなどが検出されているが、明確な遺構は検出されていない。縄文時代の明確な遺構は第

９次調査̨̠134・154・155のいͣれも縄文時代晩期の土坑である。そのうち１つは土器棺墓と

考えられる深鉢の単体の出土であり、墓Ҭとしてར用されていたことがわかる。
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弥生時代前期は、第６次調査で検出された弥生時代後期の遺物を出す溝̨̙1001の下層溝内か

ら、前期中༿以後のものと考えられるϔϥඳき௜ઢが施されたᙈのഁ片が出土している。第９次

調査においても、同じ溝の西ଆԆ௕෦と考えられる溝̨̙265から弥生時代前期のషり付͚ಥଳ

を࣋つᆵの಑෦などが出土しているが、いͣれも中༿以後のものと考えられる。弥生時代前期の

遺物は上記の溝にݶ定して出土している。土器量はいͣれも極わͣかで、小ഁ片であることから

集落からは཭れているものと想定される。

弥生時代中期後༿の土器は、第６次調査̨̙1002で後期の土器と一ॹに出土している。̨̙

1001ではまとまった後期の土器が出土しており、ܗ׬もしくは大きなഁ片のものが多い。

古墳時代前期の竪穴式住居跡２棟が第９次調査で発ݟされている。他にྨࣅした時期の遺構は

ଘ在していない。古墳時代中期末の̩̠208 〜 47併行期には古墳がつくられた。確実に古墳であ

るとஅ定できるものは、第６次調査の̨̙189で区ըされた古墳、第９次調査の̨̭１〜̐、第

10次調査の̨̙120・121で区ըされた古墳の６基である。᎟ཚによって溝の一෦しか࢒されてい

ない第６次調査の̨̙1003、同じく第10次調査の̨̙129によってそれͧれ区ըされている２基

をՃえると、８基の古墳群がܗ成されていたことになり、椋ノ木古墳群と໋名された。その中で

も第６次調査の̨̙1003によって区ըされた古墳は、ԁ౵৥輪・ேܗإ৥輪を࣋っていたものと

考えられる。また、第̐次調査の̑τϨンνでは৥輪片が出土していることから、古墳群が北西

方向にԆͼていたことがӐえる。これらの古墳は木津川の自然堤防上に川とほぼ並行するように

作られており、古墳ができた当時は、木津川のધ中やର岸の地Ҭからも眺められたものと考えら

れる。こうした立地からも木津川の水運に携わった人物の古墳であると考えられる。

古墳時代後期から平安時代前期までは、遺物がएׯ出土する৔合もあるが、きわめて出土量が

少なく、瓦などの遺物にภっている。こうしたന๟期から奈良時代の瓦も中世の遺構またはแؚ

層中からの出土で、具体的な生活痕跡は認められない。

平安時代中期の10世紀中༿に、大型の掘立柱建物である第６次調査地の̨̗01、第９次調査地

の̨̗１・２が建てられる。第６次調査地の̨̗01は東西６間以上、南北２間の਎舎に南北にそ

れͧれ൳の付く建物である。第９次調査の̨̗１は、̐間ʷ̑間の東西棟で̐面に൳を࣋ち、第

６次調査地の̨̗01に向かってଙ൳がԆͼる構଄を࣋つ。このೋつの建物は、北ଆの柱ྻをଗえ

てܭը的に配置されている。

これらの掘立柱建物はいͣれも北で東に̐度ఔ度ৼっており、この時期の建物のܭըઢが条里

跡とわͣかに異なっている。第10次調査で耕作溝群の下層で検出した溝̨̙115は同じ方位をࣔ

し、Կらかの区ըをӐわせるが、第６次調査では同じ位置で溝がଘ在しないためৄࡉはෆ明であ

る。ݱଘのܣは、椋ノ木遺跡周辺は東西方向の溝が東で北に̐°ৼっており、平安時代の建物の

ৼ֯とہ所的に一கしている。一方、これら建物は坪の1/2の৔所から北ଆにల։しており条里

をҙࣝしていたこともӐわせる。こうした整然と立てられた建物群は一般の集落とは考えられな

い。荘園を実効支配していた有力者の館として位置づ͚られるものと考えられる。

11世紀にはいると、２間ʷ３間以下の小さな掘立柱建物が建てられるようになり、建物の方位
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はਅ北を向き条里の地割と方向を同じくするようになる。

12世紀末には、10次調査で検出した坪境溝̨̙02が掘られており、12世末がݱ在のとこΖ条里

のݯىをٻめる最古の遺構である。第６次調査では、ৄࡉに北ଆの坪境溝が調査され、同じ৔所

での࠶掘࡟や、やや৔所をҠಈした࠶掘࡟などが認められ、南ଆと異なり溝ఈ面のϨϕルがあま

り変わらない。これらの࢒された溝は14 〜 15世紀のものである。掘࡟面のߴさもそれほど変わ

らないと考えられることから、̨̙02と同じ時期の溝は࠶掘࡟のためഁյされたものと考えられ

る。条里の施޻時期に関する৘報をまとめると以下のようになる。

ᶃ条里は12世紀末には確実にଘ在する。

ᶄ11世紀の建物が地఺が཭れていてもਅ南北の࣠を࣋ち、条里地割と同じで条里施޻がなされ

ていた可能性はߴい。

ᶅ10世紀中ࠒの建物が坪の1/2をҙࣝしていたとすれば、条里の施޻がさらに૎ることもࣹఔ

にೖれるඞ要がある。

ᶆ13世紀後半には、井戸などの生活遺構が発ݟされるようになる。それに൐う建物については、

同じ時期の柱穴は発ݟされているが、建物としてまとまらない。

ᶇその後15世紀までの期間に、耕作溝群が作られ、こうした溝群が廃絶した後に島畠が作られ

た。

（中川࿨࠸）

ݙจߟࢀ
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京都府埋蔵文化財調査研究センター）　1998
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化財調査研究センター）　1998

౻井整・দඌࢠ࢙ʮ椋ノ木遺跡第̐次発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第101冊　（財）京都府埋

蔵文化財調査研究センター）　2001
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埋蔵文化財調査研究センター）　2002

৿島߁༤・石࡚ળٱʮ椋ノ木遺跡第６次発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第110冊　（財）京都府

埋蔵文化財調査研究センター）　2004

ʮ椋ノ木遺跡第７次発掘調査֓要ʯ（hࢠ໺陽ߴ 京都府遺跡調査֓報ʱ第115冊　（財）京都府埋蔵文化財

調査研究センター）　2005
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遺跡第ށڵ 1� ɹਤ൛第࣍ 1

（1）１・̑τϨンνۭ中ࣸਅ
（西から）

（2）２〜̐・６τϨンνۭ中ࣸਅ
（上が北）

（3）̑ τϨンνۭ中ࣸਅ（上が北）



遺跡第ށڵ 1� ɹਤ൛第࣍ �

（1）２・３τϨンνۭ中ࣸਅ
（上が北）

（2）２τϨンν西半෦（東から）

（3）土坑̨̠34・অઌ痕（北から）



遺跡第ށڵ 1� ɹਤ൛第࣍ �

（1）３τϨンν溝̨̙03（南から）

（2）̐ ・６τϨンνۭ中ࣸਅ
（南から）

（3）自然流路̧̣28遺物出土ঢ়گ
（南から）
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（1）̑ τϨンν溝̨̙01（南から）

（2）̑ τϨンν溝̨̙45〜47と
଍跡（南から）ڇ

（3）̑ τϨンν水田遺構অઌ痕・
Ҵ株痕（東から）



遺跡第ށڵ 1� ɹਤ൛第࣍ 5

（1）出土遺物１

（2）出土遺物２
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（1）出土遺物３

（2）出土遺物̐
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ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ 1

（1）

（2）

ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ 1

（1）第９次第１遺構面શܠ（ӈが北）

（2）第９次第２遺構面શܠ（ӈが北）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �

（1）第９次調査前（北東から）

（2）第９次第１遺構面北半෦
遺構検出ঢ়گ（南から）

（3）第９次坪境溝群̨̙095
（西から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �

（1）第９次溝̨̙251五輪塔
出土ঢ়گ（西から）

（2）第９次土坑̨̠042
遺物出土ঢ়گ（北から）

（3）第９次土坑̨̠042
遺物出土ঢ়گ（南から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �

（1）第９次第１遺構面南半෦
遺構検出ঢ়گ（北から）

（2）第９次柱穴̨̥038
遺物出土ঢ়گ（南から）

（3）第９次掘立柱建物跡
̨̗１検出ঢ়گ（東から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ 5ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ 5

（1）第９次ॏ機掘࡟
（第２遺構面まで、北西から）

（2）第９次第２遺構面遺構検出作ۀ
（北西から）

（3）第９次古墳̨̭１શܠ
（南南東から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �

（1）第９次古墳̨̭１周溝̨̙200
（南東෦）遺物出土ঢ়گ
（北西から）

（2）第９次古墳̨̭１周溝̨̙200
（西෦）遺物出土ঢ়گ（北から）

（3）第９次古墳̨̭１周溝̨̙200
（西෦）遺物出土ঢ়گ（東から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �

（1）第９次古墳̨̭１周溝̨̙200
（北西෦）遺物出土ঢ়گ（南から）

（2）第９次古墳̨̭２શܠ
（南東から）

（3）第９次古墳̨̭２周溝̨̙201
（北東෦）遺物出土ঢ়گ
（北北西から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �

（1）第９次古墳̨̭３શܠ
（南東から）

（2）第９次古墳̨̭̐શܠ（東から）

（3）第９次竪穴式住居跡̨̝260
શܠ（南から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �

（1）第９次竪穴式住居跡̨̝260
遺物出土ঢ়گ（南から）

（2）第９次竪穴式住居跡̨̝264
શܠ（北東から）

（3）第９次溝̨̙265શܠ
（北西から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ 1�ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）第９次溝̨̙265શܠ（西から）

（2）第９次溝̨̙265土層அ面ᶃ
（西から）

（3）第９次溝̨̙265土層அ面ᶄ
（西から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ 11ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ 11

（1）第９次溝̨̙265遺物出土ঢ়گ
（西から）

（2）第９次土坑̨̠154શܠ
（東から）

（3）第９次土坑̨̠155શܠ
（東から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ 1�ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）第９次土坑̨̠134（上面）
（南東から）

（2）第９次土坑̨̠134（下面）
（北から）

（3）第９次第２遺構面શܠ（南から）
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第９次出土遺物２
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第９次出土遺物 （̑縄文土器）
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第９次出土遺物６（縄文土器）
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ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ 1�

第10次調査第１遺構面શܠ（南から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ ��

第10次調査第２遺構面શܠ（上が南）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �1

（1）第10次耕作溝群（西から）

（2）第10次耕作溝群（南から）

（3）第10次溝̨̙01（西から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ ��

（1）第10次調査区北෦井戸跡
（東から）

（2）第10次井戸̨̚116（南から）

（3）第10次柱穴̨̥113（西から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ ��

（1）第10次柱穴̨̥113（西から）

（2）第10次柱穴̨̥122（西から）

（3）第10次土坑̨̠166（南から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ ��

（1）第10次土坑̨̠130（西から）

（2）第10次土坑̨̠153（南から）

（3）第10次坪境溝̨̙02（東から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ �5

（1）第10次坪境溝̨̙02அ面
（西から）

（2）第10次坪境溝̨̙02அ面
（西から）

（3）第10次溝̨̙115（東から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ ��

（1）第10次溝̨̙115（北から）

（2）第10次溝̨̙115அ面（西から）

（3）第10次溝̨̙105・108
遺物出土ঢ়گ（西から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ ��

（1）第10次溝̨̙105・108அ面
（東から）

（2）第10次古墳周溝̨̙127
（北から）

（3）第10次古墳周溝̨̙127
（東から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ ��

（1）第10次古墳周溝̨̙127内遺物
出土ঢ়گ（南東から）

（2）第10次古墳周溝̨̙127அ面
（東から）

（3）第10次古墳周溝̨̙120・121
（北東から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ ��

（1）第10次古墳周溝̨̙120・121
（西から）

（2）第10次古墳周溝̨̙121内遺物
出土ঢ়گ（西から）

（3）第10次古墳周溝̨̙121内遺物
出土ঢ়گ（南から）



ໆϊ໦遺跡第̕ɾ1� ɹਤ൛第࣍ ��

（1）第10次古墳周溝̨̙120内遺物
出土ঢ়گ（南西から）

（2）第10次古墳周溝̨̙120அ面
（南西から）

（3）第10次古墳周溝̨̙120அ面
（西から）
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（1）第10次古墳周溝̨̙129内遺物
出土ঢ়گ（南から）

（2）第10次第２遺構面確認調査区
（北から）

（3）第10次第２遺構面確認調査区அ
面（東から）
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（1）第10次第２遺構面確認調査区
அ面ম土（西から）

（2）第10次調査区南୺土層確認用
αϒτϨンν（西から）

（3）第10次調査区北෦縄文土器
出土ঢ়گ（西から）
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第10次出土遺物１
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第10次出土遺物２
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡
番号

　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

こうどいせきだい
じゅうななじ

興戸遺跡第17次

きょうたなべしこ
うどこもづめいち
ばん、ななばんの
いち

京田辺市興戸小モ
詰１番、７番の１

26211 29 34°48′45″ 135°46′16″ 20110610〜
20111006 600 庁舎建替

むくのきいせきだ
いきゅう・じゅう
じ

椋ノ木遺跡第９・
10次

そうらくぐんせい
かちょうおおあざ
しもこまこあざむ
くのき・かみのき
ほか

相楽郡精華町大字
下狛小字椋ノ木・
神ノ木他

26366 46 34°46′25″ 135°47′54″
20111024

〜
20111125

3,800 建物建設

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

興戸遺跡第17次 古墳

集落跡

古墳

奈良〜平安

中世

溝・流路

溝・柱穴

溝・流路

土師器・須恵器・砥石

土師器・須恵器・灰釉陶器・瓦

瓦器・瓦質土器・陶磁器

古山陰・
山陽併用
道に並走
する溝

椋ノ木遺跡第９・
10次

集落跡

縄文

弥生

古墳

中世

溝・土坑

溝

古墳

溝・掘立柱建物跡

縄文土器・石器

弥生土器

土師器・須恵器

土師器・瓦器・陶磁器・五輪塔

後期古墳、
条里制に
規制され
た掘立柱
建物跡や
溝

所収遺跡名 要 約

興戸遺跡第17次 　奈良時代の古山陰・山陽併用道と並走すると考えられる溝や柱穴群を検出した。過去の調
査成果により付近に公的な施設があったことが想定されているが、今回の調査で出土した布
目瓦や灰釉陶器などはそれ関連する資料といえる。
　また、古墳時代の流路から当該期の土器がまとまって出土した。



椋ノ木遺跡第９・10次 　今回の報告は第９・10次調査の２年度にわたる報告で、ともに遺構面を２面確認し、上層
では平安〜鎌倉時代の遺構、下面では縄文〜古墳時代の遺構・遺物を検出した。縄文時代では、
縄文時代晩期の土坑を検出し、うち１つは深鉢の単体の出土であり、土器棺墓と考えられる。
そのほかに、後期以前と考えられる土器片が出土したが、同時期の明確な遺構は検出できな
かった。弥生時代では、南北方向の溝を検出した。古墳時代前期の掘立柱建物跡や竪穴式住
居跡を検出し、中期末の古墳を新たに６基確認した。これまでの調査でみつかった古墳を合
わせると８基となり、木津川の自然堤防上に多くの古墳が築かれていたことがわかった。ま
た、これらの古墳や集落は、木津川とほぼ並行した自然堤防上に立地しており、木津川を上
り下りする舟や川岸から眺められる位置にあることから、木津川の水運に携わった人物の古
墳や集落であると考えられる。古墳時代後期から平安時代前期までは遺物が散発的に出土す
るが、出土量は極めて少なく、具体的な生活痕跡は認められない。
   平安時代中期の大型の掘立柱建物跡２棟を検出し、広範囲に屋敷地が広がっている様相が
明らかとなった。これらの建物は整然と立てられており、一般の集落とは異なり、荘園を実
効支配していた有力者の館の可能性が指摘できる。11世紀には小規模な掘立柱建物が建てら
れるようになり、荘園の運営に変化があった可能性がある。12世紀末には条里地割に載る坪
境溝があり、周辺の条里に関する最古の遺構とみられる。13世紀後半には井戸や柱穴などの
生活遺構があり、その後、15世紀に至るまで耕作溝群が分布し、こうした溝群が廃絶した後
に島畠が作られている。
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